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1 美瑛カレーうどん〈つけ麺〉
北海道美瑛町

新・ご当地グルメ第１号。地場産小麦うどんを
地場産豚肉・野菜が入ったカレールウにつけて
食べる「つけ麺」スタイル。

2005年7月2日 デビュー
第1号

国民食のカレーとオムライスを合体させたシン
プルメニュー。スパイス以外は原則富良野エリ
ア産の食材を使用。ふらの牛乳付き。

2 富良野オムカレー
北海道富良野市
2006年3月20日 デビュー

2006年3月の市町村合併で海（ホタテ）を手に
入れた、新・北見市の「ホタテ＋タマネギ」が主
役の市町村合併象徴グルメ。

3 オホーツク北見塩やきそば
北海道北見市
2007年4月26日 デビュー

「豚カツ」ではなく「鹿カツ」（エゾシカ肉）。エゾ
シカ肉のもも肉を叩いて揚げた、うす～いうす
～いカツカレー。これは食べるシカない！

4 南富良野エゾカツカレー
北海道南富良野町
2008年5月15日 デビュー

ここまで地場産食材にこだわったご当地ラーメ
ンがかつてあっただろうか？麺もスープも具材
も地場産！干貝柱たっぷりの高級ラーメン。

7 オホーツク干貝柱塩ラーメン
北海道北見市
2009年7月23日 デビュー

生乳生産日本一の町らしく、500mlのミルクジ
ョッキが付いた「ジャンボホタテの春巻きバーガ
ー」。バーガーは自分で組み立てるスタイル。

6 別海ジャンボホタテバーガー
北海道別海町
2008年7月26日 デビュー

芽室町は、スイートコーンの生産日本一のまち。
スイートコーン（60g、バター醤油味）をたっぷ
りのっけた、炒飯がまったく見えない炒飯。

5 十勝芽室コーン炒飯
北海道芽室町
2008年7月17日 デビュー
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※本特集注 「日本一」「県内一」等とあるものは、すべて企画当時のものです。
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地域に
残したもの

・ご当地グルメ が

第1号である『美瑛カレーうどん〈つけ麺〉』の誕生から数えて
15年目を迎えた『新・ご当地グルメ』開発プロジェクト。
各地で生まれたグルメは、旅の目的として旅行者を引きつけ、
地域自慢の一品として今や住民にもよく知られた存在となっている。
しかしその裏側には、地域資源の誕生という以上の大きな成果があった—。

『新・ご当地グルメ』は地域に何を残したのか、改めて考えてみたい。
撮影（P6～11） ／佐藤兼永

誕生
15年！

「ナポリタンは赤い」って、誰が決めた？地場産のブ
ロッコリー・トマトジュース・米・小麦で開発した「緑
のナポリタン」。商標登録済み。

9 ちっぷべつ緑のナポリタン
北海道秩父別町
2013年6月29日 デビュー

酪農と漁業のまち大樹町の代表食材、「チーズ」と
「秋鮭（サーモン）」を組み合わせた、これまでにある
ようでなかった天丼。

10 大樹チーズサーモン丼
北海道大樹町
2013年6月25日 デビュー

日本百名山のひとつ「斜里岳」（1547m）を食事しな
がら登山する？地場産小麦＆長いもだけで作った、
七色（虹色）わんこうどん。

11 オホーツク清里虹色うどん
北海道清里町
2015年3月21日 デビュー

肉用牛と鶏卵生産が道内有数の清水町。サイコロ
状にカットした牛肉ステーキと鶏卵のふわふわスク
ランブルを組み合わせた「みそ味牛丼」。

8 十勝清水牛玉ステーキ丼
北海道清水町
2010年7月17日 デビュー

日本一の水揚げを誇る苫小牧のホッキをＰＲするた
めに開発。２つの味（ペペロンチーノ味・和風カレー
味）を楽しめる炙りホッキやきそば。

12 苫小牧ホッキやきそば
北海道苫小牧市
2015年3月27日 デビュー

深浦町はマグロの水揚げ青森県ナンバーワン！刺
身・片面焼きステーキ・両面焼きステーキを3個の小
どんぶりで楽しむ天然本マグロ膳。

13 深浦マグロステーキ丼
青森県深浦町
2013年6月14日 デビュー

活ホタテの刺身・活ホタテのステーキ・ベビーホタテ
の寿司・ベビーホタテの澄まし汁・ホタテアイスが味
わえる、ホタテ尽くし膳。

14 平内ホタテ活御膳
青森県平内町
2015年3月25日 デビュー
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伊勢海老のステーキ・伊勢海老の雑炊・旬のお刺身
３種盛り等が付いた贅沢な伊勢海老御膳。8月～11
月の期間限定（要予約）で提供。

23館山伊勢海老ステーキ御膳
千葉県館山市
2013年9月3日 デビュー

アイスクリームも野
菜も温泉卵もポン
菓子も、ぜ～んぶ
地場産！SNS映え
抜群の5層ジャンボ
パフェ。

25加賀パフェ
石川県加賀市
2016年3月12日 デビュー

佐渡の天然ブリは夏も美味しい！新潟は、カツ丼も
タレカツ文化圏だから、ブリカツ丼もあご（トビウオ）
だし醤油味のタレカツ丼に！→詳細はP10へ

20佐渡天然ブリカツ丼
新潟県佐渡市
2010年7月7日 デビュー

器と料理のマリアージュ。九谷焼と山中漆器の器に
盛り付けた、上品な香箱ガニ（雌ズワイガニ）おもて
なし膳。毎年、料理が変わるのも魅力。

24加賀カニごはん
石川県加賀市
2015年4月1日 デビュー

「九尾の狐伝説」に着想を得た、弁当箱に入れない
幕の内弁当。9つの料理を9個の器に盛りつけた、
那須杉ランチプレート。

21那須の内弁当
栃木県那須町
2010年3月3日 デビュー

丼だけど3段になっていて、開けてびっくりの豪華海
鮮丼。「炙り海鮮」「刺身」「彩り花ちらし」の特製3段
どんぶり膳。→詳細はP8へ

22館山炙り海鮮丼
千葉県館山市
2012年2月1日 デビュー

ニンニク料理、みんなで食べれば臭くない！コーラ
→前菜→寿司→アイス＝すべてニンニク料理。世界
初？のニンニクフルコースランチ。

17 田子ガーリックステーキごはん
青森県田子町
2016年3月29日 デビュー

メバルを刺身で食べられるって知ってた？高級魚メ
バルの刺身姿盛り＆熱々煮付けに、メバルの潮汁・
イカソーメンが付いた海鮮御膳。→詳細はP6へ

15 中泊メバルの刺身と煮付け膳
青森県中泊町
2015年7月3日 デビュー

「最果ての陸の孤島」でヒラメのコース料理を。天然
ヒラメ・黒毛和牛・タコ・十割そば……地場産食材
オールスターズのおもてなし料理。

18 東通天然ヒラメ刺身重
青森県東通村
2017年7月1日 デビュー

中泊町は2人の現役関取を輩出している相撲の町。
相撲にまつわるキーワードを料理のいたるところに
装着した、お1人様用ちゃんこ鍋定食（冬期限定）。

16 中泊メバルちゃんこ鍋
青森県中泊町
2019年11月10日 デビュー

活ホタテの刺身・炙り・かき揚げ、ホタテ汁、ワカメ
のしゃぶしゃぶ、ワカメごはん、ワカメデザートが楽
しめるホタテ＆ワカメの贅沢御膳。

19 陸前高田ホタテとワカメの炙りしゃぶしゃぶ御膳
岩手県陸前高田市
2016年3月26日 デビュー
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グ
ル
メ
開
発
を
通
じ
て
生
ま
れ
る 

「
食
」を
超
え
た
効
果

 『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』と
は
、Ｊ
Ｒ
Ｃ
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
ヒ
ロ
中
田
の
お
手
伝

い
の
も
と
、
地
域
が
創
り
上
げ
て
い
く
企

画
開
発
型
グ
ル
メ
の
名
称
だ
。「
企
画
開

発
型
」と
は
、
あ
る
目
的
を
持
っ
て
新
た

に
開
発
す
る
こ
と
を
示
し
た
語
で
、
も
と

も
と
地
域
で
親
し
ま
れ
て
い
る
郷
土
料
理

な
ど
の「
自
然
定
着
型
」グ
ル
メ
と
区
別

す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
る
。

『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』の
目
的
と
は
、
地

域
経
済
の
活
性
化
。
開
発
に
は
、
い
く
つ

か
の
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

も
す
べ
て
地
域
活
性
と
い
う
目
的
を
見
据

え
て
の
も
の
だ
。
基
本
的
な
ル
ー
ル
に
つ

い
て
は
左
の
囲
み
に
ま
と
め
て
み
た
の
で

参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
う
し
て
開
発
さ
れ
た
グ
ル
メ
は
現
在
、

全
国
各
地
に
全
75
メ
ニ
ュ
ー
。「
食
」が
国

内
旅
行
の
主
要
な
目
的
と
な
っ
て
い
る
今
、

そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の
新
た
な
資
源
と
し
て

集
客
力
に
つ
な
が
り
、
経
済
の
活
性
化
に

一
役
買
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
15
年
に
わ

た
る
取
り
組
み
で
見
え
て
き
た
の
は「
地

域
資
源
が
で
き
た
」と
い
う
効
果
だ
け
で

は
な
い
。
あ
る
地
域
で
は
飲
食
店
同
士
に

横
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
観
光
事
業
者
と

し
て
の
自
覚
が
生
ま
れ
た
。
あ
る
地
域
で

は
、
行
政
全
体
が
商
品
開
発
に
前
向
き
に

な
り
、『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』以
外
に
も

積
極
的
な
挑
戦
が
続
い
て
い
る
。
地
域
全

体
が「
戦
略
」の
重
要
性
に
気
づ
き
、飲
食

店
以
外
の
事
業
者
に
も
協
力
的
な
雰
囲
気

が
生
ま
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

グ
ル
メ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
な

が
ら
そ
の
よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ
る
の
は

な
ぜ
な
の
か
？
こ
こ
で
は
３
つ
の
事
例
を

も
と
に
、『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』が
地
域

に
何
を
残
し
た
の
か
、
ま
た
な
ぜ
そ
れ
が

可
能
だ
っ
た
の
か
を
探
っ
て
い
く
。

『新・ご当地グルメ』の
基本ルール

❶地産地消
地域経済に貢献するため食材は（で
きれば器も）地産品を使用。

❷通年で提供
主なターゲットは観光・ビジネスなど
の外客。どの季節でも味わえるよう
通年提供が原則。

❸おもてなし料理
これも外客向けであることから。価格
も地元向けより高めでOK。

❹昼食
夕食を出す宿との競合を避ける。

❺明確なコンセプトと定義・ルール
ブランド化に向けた独自性を持たせる。

❻運営組織
品質管理や発信のため「協議会」で
定期的に会議を実施。行政や商工会
などに「事務局」を置く。

都城市は牛肉・豚肉・鶏肉の産出額が日本有数の
「肉のまち」。3種類の肉をダイナミックに舟盛りにし
た、ひとり焼き肉御膳。

29都城焼き肉三昧舟盛り御膳
宮崎県都城市
2013年2月2日 デビュー

皮付き素揚げじゃがいも（品種はデジマ、市内吉名
産）、瀬戸内海産タコの味付き唐揚げ、季節の彩り
野菜をトッピングしたカレー。

26竹原いもタコカレー
広島県竹原市
2014年7月19日 デビュー

有田焼の器×地場産の鶏肉料理のマリアージュ。特
製の有田焼の器に盛ったプレミアムな「鶏皿五（御）
膳」。料理内容は毎年変更予定。

27有田焼五膳
佐賀県有田町
2011年8月2日 デビュー

日南は一本釣りカツオ漁では日本一！ライバル（高知
県）が「たたく」のなら、こっち（宮崎県日南市）は「炙
っちゃえ」というわけで炙り重が誕生した。

28日南一本釣りカツオ炙り重
宮崎県日南市
2010年5月1日 デビュー

鶏の親→鶏肉。鶏の子→鶏卵。鶏肉ステーキ（親）
＋卵かけごはん（子）＆チキンサラダ（親）＋たまごスー
プ（子）のＷ親子メニュー。

30いずみ親子ステーキ丼
鹿児島県出水市
2011年2月26日 デビュー

26

27

28
29

30

中部・九州

5 March  2020　



合
併
後
の
町
、
知
名
度
な
き
産
品
… 

デ
ビ
ュ
ー
ま
で
の
生
み
の
苦
し
み

 『
中
泊
メ
バ
ル
の
刺
身
と
煮
付
け
膳
』（
以

下『
メ
バ
ル
膳
』）を
生
ん
だ
青
森
県
中
泊

町
は
、
旧
中
里
町
と
旧
小
泊
村
が
合
併
し

て
で
き
た
町
。
メ
バ
ル
は
海
に
面
し
た
小

泊
地
域
の
水
産
品
で
、
県
内
一
の
漁
獲
量

を
誇
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
高
級
品
と
し
て

す
べ
て
東
京
に
出
荷
さ
れ
て
し
ま
う
た
め

地
元
で
出
回
ら
ず
、
と
く
に
内
陸
部
の
中

里
地
域
で
は
獲
れ
る
こ
と
す
ら
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

現
在
、『
中
泊
メ
バ
ル
料
理
推
進
協
議

会
』で
事
務
局
長
を
務
め
る
鈴
木
メ
バ
ル

ー（『
メ
バ
ル
ー
』は
ヒ
ロ
中
田
命
名
の
ニ

ッ
ク
ネ
ー
ム
）こ
と
鈴
木
統
生
さ
ん
は
、

小
泊
村
の
漁
師
の
家
出
身
。
役
場
で
も
水

産
担
当
と
し
て
水
産
振
興
や
魚
価
ア
ッ
プ

の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
当
初
は
市

場
に
出
せ
な
い
サ
イ
ズ
の
魚
を
缶
詰
に
す

る
な
ど
の
商
品
開
発
を
考
え
て
い
た
が
、

そ
ん
な
と
き
に
知
っ
た
の
が
、
同
じ
青
森

県
内
の
深
浦
町
や
平
内
町
が
取
り
組
ん
で

い
た『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』。「
新
鮮
さ
や

美
味
し
さ
を
伝
え
る
に
は
こ
の
形
が
よ
い

の
か
も
し
れ
な
い
」と
開
発
に
踏
み
切
っ

た
。

　

し
か
し
メ
ニ
ュ
ー
開
発
は
苦
難
の
連
続
。

実
は
中
泊
町
で
メ
バ
ル
以
上
に
よ
く
獲
れ

る
の
は
イ
カ
で
あ
り
、
最
初
は「
活
イ
カ

丼
」の
開
発
を
目
指
し
た
が
、「
活
」と
な

る
と
通
年
確
保
が
難
し
く
、
対
岸
の
函
館

の
ブ
ラ
ン
ド
力
に
も
対
抗
で
き
な
い
と
断

念
。
そ
の
後
メ
バ
ル
１
尾
と
イ
カ
半
杯
を

組
み
合
わ
せ
た『
中
泊
メ
バ
ル
の
刺
身
と

イ
カ
す
き
御
膳
』を
考
案
し
、
関
係
者
か

ら
も
高
評
価
を
得
た
が
、
コ
ス
ト
的
に
ど

う
し
て
も
見
合
わ
ず
再
び
断
念
。
半
年
に

わ
た
る
苦
労
が
無
に
帰
し
た
か
と
思
わ
れ

た
が
、
こ
れ
が
転
換
点
と
な
り
、「
１
人
前

で
メ
バ
ル
を
ま
る
ま
る
１
尾
使
う
」と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
が
固
ま
っ
た
と
い
う
。

　

他
の
多
く
の
地
域
同
様
、
試
作
に
も
苦

し
ん
だ
。
会
議
で
は
事
務
局
で
あ
る
役
場

チ
ー
ム
か
ら
も
試
作
品
を
出
す
べ
く
、
素

人
で
も
何
と
か
作
れ
る
レ
シ
ピ
を
ネ
ッ
ト

で
検
索
し
て
提
出
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
ま
と
め
役
で
あ
る
鈴
木
さ
ん
が
最

も
悩
ん
だ
の
は
、
町
長
や
地
域
の
観
光
事

業
者
、
飲
食
店
な
ど
関
係
者
全
員
の
意
識

合
わ
せ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
針
を
持
つ
民
間

「
観
光
」と「
水
産
」、そ
し
て
町
民
も

メ
バ
ル
の
町
と
し
て
ワ
ン
チ
ー
ム
に
！

以
前
は
町
民
の
間
で
す
ら
メ
バ
ル
が
獲
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
中
泊
町
。

「
メ
バ
ル
の
町
」と
し
て
の
自
信
と
、
積
極
的
な
産
品
開
発
ム
ー
ド
を
生
ん
だ
の
は
、

『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』を
通
じ
て
築
き
上
げ
た
信
頼
関
係
だ
っ
た
。

中泊メバルの
刺身と煮付け膳

1,800円（税込）以下

主なルール
●中泊産のメバル（ウスメバル）1尾を
使用し、半身を尾頭付きの刺身（刺
身7切れ、炙り3切れ）、半身を煮付け
で提供●ごはんには中泊産の米、『つ
がるロマン』を使用●中泊産のイカソ
ーメン、メバルの潮汁、旬の地場産食
材を使った香の物、デザートを付け
る●協議会指定のお膳ほか、指定さ
れた器を使う　など

『メバル膳』を前に語る鈴木メバルーさん。一度は民
間企業に就職して首都圏で働いたがUターンで旧小
泊村の職員となり今に至る。グルメ開発を通じた自
身の変化は「とりあえず『できるんじゃないか』と考え
て動くようになった」ことだそう

中泊町
面積：216.3 km²
人口：10,891人

（2020年1月1日現在）
※2020年2月現在

青森県
中泊町

2015年7月デビュー以来77,000食を突破！※
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事
業
者
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
事
務
局

内
で
意
見
が
割
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

「
同
じ
課
と
は
い
え『
水
産
商
工
観
光
課
』。

水
産
担
当
と
観
光
担
当
で
も
考
え
方
が
違

い
ま
す
。
飲
み
の
席
で
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し

た
挙
げ
句
、
最
後
は
感
極
ま
っ
て
全
員
で

大
泣
き
し
た
こ
と
も（
笑
）。
し
か
し
そ
れ

を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
水
産
と
観
光
が

一
つ
に
な
れ
た
と
思
い
ま
す
」。

自
信
を
つ
け
た
町
に
生
ま
れ
た 

「
と
に
か
く
や
っ
て
み
る
」空
気

 

『
メ
バ
ル
膳
』誕
生
後
、
各
メ
デ
ィ
ア
で

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
中
泊
の
メ
バ
ル
。

単
価
は
キ
ロ
あ
た
り
１
７
０
円
も
上
昇
し
、

町
民
の
間
に
も「
メ
バ
ル
の
町
」と
し
て

の
自
信
が
生
ま
れ
た
。
町
内
の
ス
ー
パ
ー

に
も
メ
バ
ル
が
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
近
隣

の
深
浦
町
や
平
内
町
で
も
中
泊
の
メ
バ
ル

が
食
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、『
津

軽
海
峡
メ
バ
ル
』と
い
う
名
称
で
地
域
団

体
商
標
登
録
も
実
現
。「
わ
ず
か
１
年
で

登
録
で
き
た
の
は『
メ
バ
ル
膳
』の

知
名
度
と
実
績
の
お
か
げ
」と
鈴
木

さ
ん
は
振
り
返
る
。
さ
ら
に『
メ
バ

ル
膳
』
で
培
わ
れ
た
商
品
開
発
の

「
型
」は
、
そ
の
後
の
メ
バ
ル
関
連
商

品
の
開
発
に
も
つ
な
が
っ
た
。
レ
ン

ジ
で
温
め
る
だ
け
の
煮
付
け『
中
泊

メ
バ
ル
で
チ
ン
！（
略
称
：
メ
バ
チ

ン
）』や
、
メ
バ
ル
味
の
せ
ん
べ
い

『
中
泊
メ
バ
ル
せ
ん
べ
い（
略
称
：
メ
バ

せ
ん
）』を
世
に
出
し
た
ほ
か
、
地
元
の
高

校
生
考
案
の
メ
バ
ル
型
た
い
焼
き
と
し
て

『
メ
バ
焼
き
』も
商
品
化
。
２
０
１
９
年

11
月
に
は
冬
季
限
定
の
新
メ
ニ
ュ
ー
、

『
中
泊
メ
バ
ル
ち
ゃ
ん
こ
鍋
』も
完
成
し

た
。「
今
は『
ど
う
せ
そ
ん
な
に
売
れ
な

い
』な
ん
て
言
い
な
が
ら
気
楽
に
新
商
品

を
出
し
て
い
ま
す
」と
鈴
木
さ
ん
は
笑
う

が
、
そ
れ
も『
メ
バ
ル
膳
』の
成
功
体
験

と
、
難
産
を
経
て
培
わ
れ
た
チ
ー
ム
力
、

そ
れ
に
対
す
る
周
囲
か
ら
の
信
頼
あ
っ
て

こ
そ
だ
。

　

最
後
に
、
一
般
的
な
商
品
開
発
と『
新
・

ご
当
地
グ
ル
メ
』の
違
い
を
鈴
木
さ
ん
に

聞
い
て
み
た
。「
や
は
り
チ
ー
ム
で
開
発

す
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
す
べ
て
を
会

議
で
決
め
る
の
で
大
変
で
す
が
、
そ
れ
は

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
進

め
る
と
い
う
こ
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
度

出
来
上
が
っ
て
し
ま
え
ば
あ
と
が
楽
な
ん

で
す
ね
」

右上／「町のために何かしたかったが、その機会をくれたのが『新・ご当地グルメ』」
と中里地域で居酒屋を営む協議会長の中畑哲也さん（左）。こうした人材の発掘
にもつながるのが『新・ご当地グルメ』だ　右下／関取を輩出している地域性を表
現した『中泊メバルちゃんこ鍋』。器は県産ブナの高級品だが「コストをかけても
やってみる」雰囲気が今はある　左上／『メバル膳』開発当時の役場チーム。担当
が変わった後も絆は強い　左下／新商品の開発会議も今は和やかだ

『新・ご当地グルメ』が
中泊町に
残したもの

□行政内の一体感と商品
　開発への挑戦マインド

□意欲的な民間事業者との
　ネットワーク

□メバル＝町の魚という
　町民の意識と自信

7 March  2020　



持
続
可
能
な
地
域
を
目
指
し
た 

協
議
会
長
の
先
見
の
明

 

『
館
山
炙
り
海
鮮
丼（
以
下
、
炙
り
海
鮮

丼
）』の
デ
ビ
ュ
ー
は
２
０
１
２
年
だ
が
、

実
は
館
山
市
で
は
そ
の
数
年
前
に
も
一
度
、

『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
当
時
の
館
山
市
は
、
ア
ク
ア
ラ
イ

ン
の
開
通
で
宿
泊
客
は
減
少
し
た
も
の
の

ま
だ
余
裕
の
あ
る
状
態
。「
今
の
う
ち
に

投
資
し
て
持
続
可
能
な
状
態
を
作
る
必
要

が
あ
る
」と
感
じ
て
い
た
の
が
、
市
内
で

複
数
の
旅
館
や
飲
食
店
を
運
営
す
る
小
金

晴
男
さ
ん（
現『
館
山
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ

推
進
協
議
会
』会
長
）で
あ
り
、
そ
の
思
い

に『
こ
れ
か
ら
は
食
と
観
光
だ
』と
説
く

ヒ
ロ
中
田
の
言
葉
が
ピ
タ
リ
と
ハ
マ
っ
た
。

　

し
か
し
当
時
は
呼
び
か
け
に
応
じ
る
飲

食
店
は
ゼ
ロ
。
そ
こ
で
当
時
旅
館
組
合
長

だ
っ
た
小
金
さ
ん
と
観
光
旅
館
部
長
が
立

ち
上
が
る
形
で「
旅
館
グ
ル
メ
」の
開
発

を
目
指
す
。
結
果
、
館
山
を
舞
台
と
す
る

『
南
総
里
見
八
犬
伝
』に
ち
な
ん
で
８
種

の
魚
介
を
使
用
し
た『
南
総
館
山
発
見

膳
』が
生
ま
れ
た
が
、
こ
れ
は
短
命
に
終

わ
っ
た
。「
今
思
え
ば
、
食
以
外
の
要
素
も

多
い
旅
館
で
足
並
み
が
揃
う
は
ず
が
な
い

ん
で
す
ね
」。
た
だ
、
そ
れ
ま
で
施
設
重

視
だ
っ
た
館
山
全
体
が「
食
の
重
要
性
を

意
識
で
き
た
の
は
収
穫
」と
も
い
う
。

　

そ
の
影
響
は
、
再
度『
新
・
ご
当
地
グ

ル
メ
』に
取
り
組
ん
だ
際
に
手
応
え
と
な

っ
て
表
れ
た
。
新
た
に
説
明
会
に
集
ま
っ

た
飲
食
店
は
約
20
軒
。
小
金
さ
ん
と
と
も

に
活
動
に
取
り
組
ん
だ
観
光
協
会
室
長
の

木
村
義
雄
さ
ん
は「『
発
見
膳
』が
地
元
紙

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
話
題
に
な
っ
た

お
か
げ
」と
振
り
返
る
。

コ
ン
セ
プ
ト
を
曲
げ
な
い
信
念
が 

少
し
ず
つ
地
域
を
変
え
た

　

現
在
、
館
山
市
内
で
提
供
さ
れ
て
い
る

『
炙
り
海
鮮
丼
』は
一
律
１
８
０
０
円
。
し

か
し
実
は
、
単
体
で
は
利
益
は
出
て
い
な

い
。
そ
れ
を
よ
し
と
し
て
い
る
の
は
、

「『
炙
り
海
鮮
丼
』は
あ
く
ま
で
戦
略
商
品
。

こ
れ
を
目
当
て
に
館
山
に
人
が
来
て
く
れ

れ
ば
、
必
ず
そ
れ
以
外
に
も
消
費
し
て
く

れ
る
」と
い
う
信
念
が
あ
る
か
ら
だ
。
確

か
に
集
客
装
置
と
し
て
は
強
力
。
協
議
会

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
年
間
約
１
万
人
の

来
訪
者
の
う
ち
、
４
〜
５
割
が
来
訪
目
的

「
戦
略
商
品
」と
割
り
切
る
強
い
意
志
が

人
を
呼
び
、若
手
を
育
て
た

一
見
、
理
解
を
得
る
の
が
難
し
そ
う
な「
戦
略
商
品
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
ど
う
や
っ
て
成
立
し
、

地
域
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
？
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
の
思
い
を
自
然
に
広
め
た『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』の
効
用
と
は
。

右上から時計回りに協議会長の小金晴男さん、観光協会の木
村義雄さん、プロモーション担当の児玉秀一さん、市職員の矢
代誠さん。70代から20代まで世代を超えた団結力は強固だが、
弱点は「おじさんばかりでSNSに弱いこと」（児玉さん）

館山炙り海鮮丼
1,800円（税込）

主なルール
●協議会指定の「特製三段どんぶり」
と「サザエ用五徳」を使用●旬の地
場産魚介類を8種類使用。炙り用は
５種類（１種類はサザエ）、刺身用は
４種類（炙り用と刺身用で一部魚種
が重なる）●炙り用に旬の野菜を使
用●1段目には炙り用の魚介類を5種
類、2段目には刺身用の魚介類を3
種類（1種類はお頭付き）使用、3段目
は各店オリジナルの「彩り花ちらし」
●海鮮汁を付ける　など

※2020年1月現在

千葉県
館山市

2012年2月デビュー以来116,645食を突破！※

館山市
面積：110.05 km²
人口：46,161人

（2020年1月1日現在）

8　March  2020



に『
炙
り
海
鮮
丼
』を
挙
げ
て
い
る
し
、は

と
バ
ス
の
人
気
ツ
ア
ー
で
も
メ
イ
ン
に
な

る
な
ど
旅
行
会
社
か
ら
の
引
き
合
い
も
多

い
。
現
在
参
画
事
業
者
は
４
店
舗
と
、
当

初
説
明
会
に
集
ま
っ
た
数
か
ら
す
る
と
少

な
い
が
、そ
れ
も「
戦
略
商
品
」と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
を
貫
け
る
事
業
者
だ
け
が
残
っ

た
と
考
え
れ
ば
う
な
ず
け
る
。

　

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
強
固
な
コ
ン
セ
プ
ト

を
持
て
た
の
は
な
ぜ
か
。
一
つ
は
小
金
さ

ん
の
会
社
の
よ
う
な
大
き
め
の
企
業
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
っ
張
る
中
、
経
営
者
と

料
理
長
が
必
ず
一
緒
に
開
発
会
議
に
参
加

す
る
よ
う
義
務
付
け
た
か
ら
。
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
で
は
な
く
、
仕
入
れ
や
調
理
で
最
も

負
担
の
か
か
る
料
理
人
と
丁
寧
に
意
識
を

共
有
し
て
き
た
意
義
は
大
き
い
。
も
う
一

つ
の
理
由
と
し
て「
休
暇
村
館
山
の
参

画
」を
挙
げ
る
の
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

担
当
す
る
児
玉
秀
一
さ
ん
。「
休
暇
村
と

い
う
大
き
な
組
織
で
、
本
部
に
き
ち
ん
と

説
明
が
で
き
、
料
理
長
が
交
代
し
て
も
同

じ
料
理
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
明
確
な

コ
ン
セ
プ
ト
が
必
要
な
の
で
す
」。
そ
う

し
た
事
情
が
結
果
的
に
強
い
コ
ン
セ
プ
ト

を
作
っ
た
と
い
う
の
が
興
味
深
い
。

　

今
で
は
参
画
事
業
者
以
外
に
も
影
響
が

広
が
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば『
炙
り
海
鮮

丼
』を
食
べ
に
来
た
人
に
補
助
券
を
配
付

し
、
市
内
の
カ
フ
ェ
や
店
舗
を
回
っ
て
も

ら
う
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
参
加

店
舗
と
双
方
向
で
送
客
す
る
と
い
う
関
係

も
生
ま
れ
た
。
市
内
の
い
ち
じ
く
栽
培
農

家
と
飲
食
店
が
ス
イ
ー
ツ
開
発
に
取
り
組

も
う
と
す
る
動
き
が
出
て
き
て
い
る
の
も
、

『
炙
り
海
鮮
丼
』が
盛
り
上
げ
た
食
へ
の

意
識
と
無
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
こ
う
し
た
動
き
を
意
欲
的
に
支

え
て
い
る
の
が
、
館
山
市
観
光
み
な
と
課

の
矢
代
誠
さ
ん
だ
。
飲
食
店
や
ホ
テ
ル
で

の
接
客
経
験
を
経
て
、「
も
っ
と
大
き
な

事
業
に
関
わ
り
た
い
」と
役
所
に
転
職
し

た
矢
代
さ
ん
は
弱
冠
29
歳
。『
炙
り
海
鮮

丼
』完
成
の
３
年
後
に
チ
ー
ム
に
加
わ
っ

た
が
、「
自
分
の
よ
う
な
若
手
が
地
域
の

大
社
長
を
相
手
に
フ
ラ
ッ
ト
に
も
の
を
言

う
こ
と
が
で
き
、
た
く
さ
ん
勉
強
さ
せ
て

も
ら
え
る
の
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
」と

こ
の
５
年
を
振
り
返
る
。「
失
礼
を
承
知

で
い
え
ば
、
み
な
さ
ん
は
年
齢
的
に
も
お

じ
い
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
近
し
い
存
在
。
今

後
異
動
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
協
議

会
の
活
動
は
続
け
て
い
き
ま
す
よ
！
」

2月のイベント時に制作されたチラシ。市内14店舗が協力し『炙り海鮮丼』から
始まる回遊で地域の活性化につなげた。チラシや缶バッジなど、プロモーショ
ン関連グッズをチーム内で制作できるのも強みだ

上・右／「この中で一番大変な人
は？」と尋ねると、本人以外は全
員「料理長！」と回答。和やかな
雰囲気に互いへの敬意がにじむ

3段になった「丼」の意
外性が楽しい『炙り海
鮮丼』。以前の『発見
膳』同様、魚介類は必ず
8種を盛り込む

『新・ご当地グルメ』が
館山市に
残したもの

□「戦略商品」という
　コンセプトへの理解

□新旧世代の意識の継承

□食＝集客装置という
　考え方
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大
病
か
ら
生
還
し
た
人
生
を 

地
域
の
た
め
に
捧
げ
た
い

　

佐
渡
は
食
材
の
宝
庫
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
、
新
潟
市
内
の
飲
食
店
で
も
佐
渡
産
と

い
え
ば
売
れ
る
と
い
う
。
代
表
的
な
産
品

は
冬
の
寒
ブ
リ
だ
が
、
観
光
に
と
っ
て
の

問
題
は
、
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
は
夏
で
あ
り
、

そ
の
時
期
に
喜
ば
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
が
存
在

し
な
い
こ
と
。
こ
の
問
題
を
解
決
し
よ
う

と
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、『
佐
渡
ご
当
地

グ
ル
メ
普
及
促
進
協
議
会
』会
長
の
伊
藤

哲
夫
さ
ん
だ
っ
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、
佐
渡
市
内
で
和
食
の
レ

ス
ト
ラ
ン
を
営
む
料
理
人
。
ヒ
ロ
中
田
が

初
め
て
佐
渡
市
で
講
演
を
行
っ
た
と
き
、

懇
親
会
ま
で
残
っ
た
た
だ
１
人
の
飲
食
店

経
営
者
で
あ
り
、
そ
の
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
引
っ
張
っ
て
き
た
リ
ー
ダ
ー
だ
。
実

は
、
ヒ
ロ
中
田
と
出
会
っ
た
の
は
、
突
然

の
脳
出
血
か
ら
回
復
し
て
ま
だ
３
カ
月
と

い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
。
し
か
し「
だ
か
ら
こ

そ
、
一
病
息
災
と
思
っ
て
頑
張
れ
た
」と

伊
藤
さ
ん
は
言
う
。

 

「
バ
ブ
ル
の
頃
に
は
、
佐
渡
に
た
く
さ
ん

来
て
い
た
お
客
さ
ん
の
お
か
げ
で
成
功
で

き
た
。
だ
か
ら
今
度
は
佐
渡
の
た
め
に
何

か
し
た
か
っ
た
ん
で
す
」

 

『
ブ
リ
カ
ツ
丼
』と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
が
決

ま
っ
た
の
は
、
脂
の
少
な
い
夏
の
ブ
リ
で

も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
、

新
潟
市
の『
タ
レ
カ
ツ
丼
』や
長
岡
市
の

『
洋
風
カ
ツ
丼
』な
ど
、
県
内
の
個
性
的
な

ご
当
地
カ
ツ
丼
を
意
識
し
て
の
こ
と
。

「
ブ
リ
と
い
え
ば
刺
身
か
焼
き
物
。カ
ツ
に

し
て
旨
い
の
か
？
」と
い
う
批
判
も
出
る

中
、
伊
藤
さ
ん
が
全
く
抵
抗
を
感
じ
な
か

っ
た
の
は
、「
自
分
の
店
を
持
つ
前
に
ホ

テ
ル
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
で

働
い
た
経
験
の
お
か
げ
か
も
し
れ
な
い
」

と
い
う
。
料
理
と
商
売
の
両
方
が
わ
か
る

貴
重
な
存
在
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

全
国
の
仲
間
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら 

や
れ
る
こ
と
は
や
っ
て
き
た
10
年

　

ブ
リ
カ
ツ
は
厚
切
り
を
た
っ
ぷ
り
５
切

れ
。そ
れ
を
あ
ご（
ト
ビ
ウ
オ
）だ
し
ベ
ー

ス
の
タ
レ
に
く
ぐ
ら
せ
て
ご
は
ん
に
載
せ

る
。
ご
は
ん
は
ト
キ
の
舞
う
田
ん
ぼ
で
採

れ
る
特
別
栽
培
米
。
ト
キ
が
虫
を
つ
い
ば

み
に
降
り
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
で
き
る
だ

け
減
農
薬
で
育
て
た
お
米
だ
。
佐
渡
の
ス

ト
ー
リ
ー
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
メ
ニ
ュ

ー
で
あ
る
う
え
に
、
イ
ベ
ン
ト
に
も
そ
の

ま
ま
持
っ
て
い
き
や
す
い
の
は
丼
な
ら
で

は
の
利
点
。
順
調
な
ス
タ
ー
ト
と
思
わ
れ

『ブリカツ丼』と伊藤哲夫さん。子供に好かれる味を
活かして地元の保育園の給食としても提供、食育に
も一役買っている。本来は外客へのおもてなし料理
だが、長く続くと地域住民にも広まっていくのが

『新・ご当地グルメ』の特徴でもある

佐渡天然ブリカツ丼
1,320円（税込）

主なルール
●佐渡産の天然ブリを使用し、1切れ
約20g×５切れのカツを使う●タレ
は協議会指定レシピの「特製あご（ト
ビウオ）だし醤油ダレ」●佐渡市認証
米『朱鷺と暮らす郷』（コシヒカリ）の
米粉を衣に使う●ごはんも佐渡市認
証米『朱鷺と暮らす郷』（コシヒカリ）
●副菜、汁物も地場産の食材にこだ
わる　など

※2020年1月現在

新潟県
佐渡市

2010年7月デビュー以来170,000食を突破！※

佐渡市
面積：855.3 km²
人口：57,255人

（2015年現在）

「
佐
渡
で
成
功
し
た
か
ら
佐
渡
に
返
し
た
い
」

地
域
を
愛
す
る
協
議
会
長
の
10
年
奮
闘
記

病
か
ら
復
帰
し
た
ば
か
り
の
体
で
自
ら
立
候
補
し
た
協
議
会
長
。

事
務
局
の
弱
さ
と
い
う
ビ
ハ
イ
ン
ド
と
戦
い
な
が
ら
、
そ
れ
で
も「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」と
い
う
10
年
を
振
り
返
る
。

10　March  2020



た
が
、
２
年
目
を
迎
え
る
頃
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
表
面
化
す
る
。
勝
手
に
食
材

を
変
え
る
店
、
参
画
店
舗
で
あ
り
な
が
ら

常
に
売
り
切
れ
状
態
の
店
…
…
さ
ら
に
事

務
局
長
、
事
務
局
次
長
が
相
次
い
で
辞
任
。

ル
ー
ル
が
守
れ
な
い
店
に
は
退
会
し
て
も

ら
っ
た
が
、
事
務
局
機
能
の
弱
さ
は
今
も

課
題
の
ま
ま
だ
。

　

一
方
で
成
功
し
た
点
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
知

名
度
は
上
が
り
、「
ブ
リ
カ
ツ
丼
が
食
べ

た
く
て
来
た
」と
い
う
人
も
増
え
、
ハ
ワ

イ
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
が
わ
ざ
わ
ざ
食
べ
に

訪
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
意
外
な
ヒ
ッ
ト

と
な
っ
た
の
は
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
開
発
し
た『
ブ
リ
カ
ツ
く
ん
』。
最
初
は

「
気
持
ち
悪
い
」と
言
わ
れ
つ
つ
も
カ
ル

ト
的
な
人
気
を
博
し
、
今
は「
ブ
リ
カ
ツ

く
ん
に
会
い
た
い
」と
訪
れ
る
コ
ア
フ
ァ

ン
も
い
る
。
も
う
一
つ
成
功
し
た
の
が
子

ど
も
た
ち
へ
の
提
供
。
魚
を
食
べ
る
習
慣

の
な
い
子
ど
も
た
ち
も
カ
ツ
な
ら
食
べ
や

す
い
の
か
、
修
学
旅
行
で
訪
れ
た
新

潟
市
の
小
学
生
に
は
大
人
気
で
、
佐

渡
の
記
憶
を
将
来
に
つ
な
げ
る
布
石

に
な
っ
て
い
る
。「
ま
ず
獲
得
す
る

べ
き
は
新
潟
市
か
ら
の
お
客
さ
ん
。

東
京
だ
海
外
だ
と
い
う
の
は
、
そ
こ

か
ら
広
が
っ
て
い
っ
た
結
果
」と
い

う
伊
藤
さ
ん
の
考
え
に
も
、
う
ま
く

ハ
マ
っ
て
く
れ
そ
う
だ
。

　

伊
藤
さ
ん
自
身
も『
ブ
リ
カ
ツ
丼
』以

降
、
活
動
の
幅
を
さ
ま
ざ
ま
に
広
げ
て
き

た
。
今
は
自
社
で
産
品
開
発
を
し
た
り
、

『
佐
渡
を
愛
す
る
会
』を
結
成
し
て
新
潟

市
で
寒
ブ
リ
を
振
る
舞
う
イ
ベ
ン
ト
を
開

い
た
り
と
忙
し
い
。「
個
人
店
だ
っ
た
ら

難
し
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
う
ち
は
息
子

た
ち
が
料
理
人
と
し
て
店
を
守
っ
て
く
れ

て
い
る
か
ら
」と
伊
藤
さ
ん
。ま
る
で「
で

き
る
者
が
や
れ
ば
い
い
」と
で
も
い
う
よ

う
な
、
淡
々
と
し
た
話
し
ぶ
り
だ
。

　

県
の
要
請
で
東
京
の
イ
ベ
ン
ト
に『
ブ

リ
カ
ツ
丼
』を
出
品
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

協
議
会
員
数
も
減
っ
た
今
、
大
半
の
業
務

を
伊
藤
さ
ん
が
独
り
で
こ
な
す
。
費
用
も

自
腹
で
賄
い
、
と
き
に
は
予
想
販
売
数
に

届
か
ず
赤
字
を
か
ぶ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

「
全
く
、
バ
カ
に
な
ら
な
い
と
や
っ
て
ら

れ
ま
せ
ん
よ
！（
笑
）で
も
日
本
中
で
同

じ
志
で
頑
張
っ
て
い
る
人
達
と
も
知
り
合

え
た
し
、『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』と
出
会

え
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

佐渡は海も山もあり、田畑や果樹もあって食の魅力に溢れ
た土地。さらにこんな風景の中をトキが舞う日もあるという

『ブリカツ丼』PRキャラクターの『ブリカツくん』は、頭には仲
買人の帽子をかぶり、エプロンはカツの衣という出で立ち。

「北陸新幹線と顔が似ている」と噂になり、上越妙高駅の1
周年イベントにも呼ばれた 上／現在、正式な『ブリカツ

丼』を通年提供している店舗
は伊藤さんの店『味彩』とここ

『長三郎』のみ。正統派寿司
店にも関わらず快くブリカツ
丼を扱ってくれた店主の鶴間
光男さん（写真左）は、伊藤さ
んも頼りにしている大事な仲
間　左／寒ブリは島の東側
にある両津港（写真）で揚が
り、夏ブリは主に西側で揚が
るが、いずれも天然ブリだ

『新・ご当地グルメ』が
佐渡市に
残したもの

□民間発の
　地域プロデューサー

□「少量多品種」から
　一歩抜け出す強み

□タレント的人気を誇る
　ご当地キャラ

11 March  2020　



　

編
集
長
に
な
り
た
く
て
リ
ク
ル
ー
ト
に

新
卒
入
社
し
て
、
そ
の
夢
を
実
現
し
た
の

は
、１
９
９
９（
平
成
11
）年
10
月
の
こ
と

だ
っ
た
。２
代
目「
北
海
道
じ
ゃ
ら
ん
」編

集
長
、
当
時
39
歳
。
そ
の
頃
、
自
分
に
言

い
聞
か
せ
て
い
た
言
葉
が
あ
る
。「〝
バ
カ

編
集
者
〞に
は
な
る
な
。〝
編
集
バ
カ
〞に

な
れ
」。一
般
的
に
、〝
バ
カ
〞は
否
定
的
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
い
が
、〝
バ
カ
編
集
者
〞

と
違
っ
て〝
編
集
バ
カ
〞は
良
い
意
味
で

使
わ
れ
る
。

 

〝
編
集
〞と
は
、
情
報
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を

集
め
て
選
び
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト（
読
者
な
ど
）

が
満
足
す
る
よ
う
な
意
外（
異
質
）な
組

み
合
わ
せ
で
、
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
や
視

点
・
価
値
を
編
み
出
す
手
法
。〝
編
集
バ

カ
〞と
は
、
そ
の
編
集
企
画
を
考
え
る
の

が
３
度
の
飯
よ
り
大
好
き
な
人
と
い
っ
た

と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
ぼ
く
は
編
集
に
没
頭

し
た
。
通
勤
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
と
、

タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
出
退
勤
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
夕
食
は
、
毎
日
深
夜
０
時
以
降
、

帰
宅
し
て
か
ら
摂
っ
て
い
た
。

２
０
０
０
年
の
緊
急
入
院
体
験
が 

新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
誕
生
の
元

　

事
件
は
突
然
や
っ
て
き
た
。
２
０
０
０

（
平
成
12
）年
６
月
上
旬
の
週
末
。
風
邪
を

引
い
て
し
ま
っ
た
ぼ
く
は
、
咳
が
ひ
ど
く
、

三
日
三
晩
一
睡
も
で
き
な
か
っ
た
。

 「
市
販
の
薬
だ
け
で
は
治
ら
な
い
」

　

そ
う
思
い
、
週
明
け
、
咳
に
効
く
注
射

を
打
っ
て
も
ら
お
う
と
、
札
幌
市
内
の
病

院
に
出
向
い
た
。
し
か
し
、
診
察
し
た
医

師
は
、
驚
く
よ
う
な
言
葉
を
告
げ
た
。「
腎

臓
が
悪
く
な
っ
て
い
る
。
す
ぐ
に
入
院
の

手
続
き
を
」

　

最
初
は
、
何
の
こ
と
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か

ら
な
か
っ
た
。
誰
が
ど
う
見
て
も
、
風
邪

だ
ろ
う
？　

注
射
を
打
っ
て
も
ら
い
、
風

邪
薬
を
も
ら
っ
て
、
数
日
寝
て
い
れ
ば
必

ず
治
る
。
全
く
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
診

察
結
果
に
、
ぼ
く
は
目
の
前
が
真
っ
暗
に

な
っ
た
。
仕
事
は
ど
う
す
る
？　

す
ぐ
に

手
続
き
を
し
て
、
翌
日
、
入
院
し
た
。
病

棟
の
部
屋
は
、
４
人
部
屋
。
他
の
３
人
は
、

人
工
透
析
が
必
要
な
患
者
だ
っ
た
。

 「
俺
の
人
生
、
こ
れ
で
お
し
ま
い
か
」

　

妻
と
３
歳
の
息
子
を
抱
え
、
働
き
盛
り

だ
っ
た
だ
け
に
、
絶
望
的
な
思
い
に
襲
わ

れ
た
。
し
か
し
、
数
日
後
、
意
外
な
検
査

結
果
に
再
び
驚
か
さ
れ
る
。
本
当
に
悪
い

の
は
、
腎
臓
で
は
な
く
肝
臓
だ
っ
た
。
正

式
な
病
名
は「
薬
剤
性
肝
機
能
障
害
」。
何

の
こ
と
は
な
い
。
薬
局
で
処
方
さ
れ
た
市

販
の
風
邪
薬
の
中
に
、
自
分
の
カ
ラ
ダ
に

合
わ
な
い
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
が
含
ま
れ
て

い
た
の
だ
。
入
社
し
て
以
来
、
ず
っ
と
仕

事
漬
け
の
毎
日
を
送
っ
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
そ
れ
ま
で
食
に
は
ま
っ
た
く
興
味
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
人
間
が
、

入
院
体
験
に
よ
っ
て
、
食
や
健
康
に
目
覚

め
た
。
も
ち
ろ
ん
、
タ
バ
コ
も
や
め
た
。

　

退
院
後
、『
北
海
道
じ
ゃ
ら
ん
』の
グ
ル

メ
企
画
も
一
変
し
た
。
ま
ず
、
ホ
ク
レ
ン

農
業
協
同
組
合
連
合
会
な
ど
の
農
業
・
漁

業
団
体
と
連
携
し
、
米
・
小
麦
・
甜
菜
・

野
菜
・
牛
肉
・
鮭
・
ホ
タ
テ
・
昆
布
な
ど

の
消
費
促
進（
地
産
地
消
）を
推
進
し
て

い
っ
た
。
そ
の
後
、
地
場
産
食
材
を
活
用

し
た
市
町
村
別
ご
当
地
グ
ル
メ
の
特
集
を

企
画
、
連
載
し
て
い
く（『
室
蘭
や
き
と
り

丼
』『
稚
内
タ
コ
ラ
イ
ス
』な
ど
）。企
画
は

ヒ
ッ
ト
し
、
数
多
く
の
読
者
が
ご
当
地
グ

ル
メ
を
食
べ
よ
う
と
掲
載
さ
れ
た
お
店
に

足
を
運
ん
だ
。
し
か
し
、
月
一
回
の
連
載

の
た
め
、
次
号
が
発
売
さ
れ
る
と
、
前
号

で
特
集
し
た
地
域
・
店
に
は
、
パ
タ
ッ
と

お
客
さ
ん
が
来
な
く
な
る
。
そ
れ
が
続
い

て
い
っ
て
…
…
。
費
や
す
労
力
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
段
々
と
バ
カ
ら
し
く
な
っ
て

い
っ
た
の
だ
。

 

「
こ
れ
で
は
も
っ
た
い
な
い
。
瞬
間
芸
で

終
わ
る
の
で
は
な
く
、
各
地
域
で
き
ち
ん

と
定
着
す
る
よ
う
な
ご
当
地
グ
ル
メ
に
し

“
編
集
バ
カ
”が“
地
域
バ
カ
”を
創
る
ま
で

―
15
年
間
、
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
開
発
に
取
り
組
ん
で
み
て
―

か
の
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
は
こ
う
言
っ
た
。「
勝
者
と
は
、
始
め
る
人
で
は
な
く
、
続
け
た
人
の
こ
と
」。

「
北
海
道
じ
ゃ
ら
ん
」編
集
長
の
個
人
的
な
体
験
が
き
っ
か
け
で
、
15
年
前
に
誕
生
し
た『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』。

以
来
、
七
転
び
八
起
き
精
神
で
ガ
チ
ン
コ
勝
負
！

　
結
果
、
地
域
に
残
す
べ
き
も
の
は“
人
”だ
と
知
っ
た
。

プロデューサー
が

振り返る

2020年3月末、36年間勤めたリク
ルートを退社。チャレンジする企
業・地域・人をサポートする、パート
ナー型企画コンサルティング会社
を設立予定。引き続き、「食と観
光」をテーマに、全国を飛び回る。

じゃらんリサーチセンター
エグゼクティブプロデューサー
ヒロ中田●59歳
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な
け
れ
ば
や
っ
て
い
る
意
味
が
な
い
」

　

そ
う
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
２
０
０
５

（
平
成
17
）年
３
月
12
日
、
美
瑛
町
で
運
命

の
人
・
西
森
和
弘
さ
ん（
写
真
参
照
）に
出

会
い
、
同
年
７
月
２
日
、
新
・
ご
当
地
グ

ル
メ
第
１
号『
美
瑛
カ
レ
ー
う
ど
ん
』が

誕
生
し
た
。
以
降
、
北
海
道
で
計
17
個
の

新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
を
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
、２

０
０
９（
平
成
21
）年
４
月
、
全
国
で
新
・

ご
当
地
グ
ル
メ
を
展
開
す
べ
く
、
じ
ゃ
ら

ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
に
異
動
し
、
ご
当

地
グ
ル
メ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
な
っ
た
。

第
１
号
の
美
瑛
カ
レ
ー
う
ど
ん
と 

最
新
作
メ
バ
ち
ゃ
ん
鍋
と
の
違
い

　

ぼ
く
は
、
こ
の
15
年
間
で
75
個
の
新
・

ご
当
地
グ
ル
メ
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
き

た
。
よ
り
正
確
に
言
う
と
、
16
道
県
・
54

地
域
で
75
グ
ル
メ
。
手
探
り
し
な
が
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
と
も
あ
り
、
昔
の
新
・
ご

当
地
グ
ル
メ
と
今
の
そ
れ
と
は
商
品
内
容

が
ま
っ
た
く
異
な
る
。「
地
場
産
食
材
に

徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た
企
画
開
発
型
の

新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
」は
、
２
０
０
５
年

当
時
は
ブ
ル
ー
・
オ
ー
シ
ャ
ン（
競
争
の

な
い
未
開
拓
市
場
）だ
っ
た
。し
か
し
、今

で
は
レ
ッ
ド
・
オ
ー
シ
ャ
ン（
競
争
の
激

し
い
既
存
市
場
）に
な
っ
て
い
る
。
そ
ん

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
化
も
あ
り
、
商
品
設

計
自
体
を
進
化
さ
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

の
だ
。

　

で
は
、
何
が
変
わ
っ
た
の
か
。
６
つ
の

ポ
イ
ン
ト
に
分
け
て
説
明
し
よ
う
。
ま
ず
、

器
や
お
膳
を
統
一
し
、
見
た
目
を
重
視
す

る
よ
う
に
な
っ
た（
１
）。
初
期
の『
富
良

野
オ
ム
カ
レ
ー
』『
オ
ホ
ー
ツ
ク
北
見
塩

や
き
そ
ば
』な
ど
、
北
海
道
を
代
表
す
る

新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
は
、
お
店
に
よ
っ
て

器
が
バ
ラ
バ
ラ
。
し
か
し
、
中
期
以
降
は
、

器
に
も
気
を
配
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え

ば
、『
那
須
の
内
弁
当
』は
、
幕
の
内
弁
当

箱
の
代
わ
り
に
那
須
杉
プ
レ
ー
ト
を
使
用
。

『
加
賀
カ
ニ
ご
は
ん
』は
、「
器
と
料
理
の

マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
」を
テ
ー
マ
に
、
伝
統
工

芸
品
で
あ
る
九
谷
焼
＆
山
中
漆
器
の
器
・

お
盆
を
使
っ
た
。
後
期
の『
平
内
ホ
タ
テ

活
御
膳
』な
ど
は
、
全
店
す
べ
て
同
じ
食

器
で
統
一
。
今
で
は
、「
料
理
は
見
た
目
が

９
割
！
」が
合
言
葉
に
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
グ
ル
メ
を
導
入
す

る
よ
う
に
な
っ
た（
２
）。
フ
ァ
イ
ヤ
ー
グ

ル
メ
と
は
、
火
を
使
う
料
理
の
こ
と
。
火

を
使
う
こ
と
で
、「
自
分
で
焼
け
る
！
」

「
熱
々
で
味
わ
え
る
！
」「
お
好
み
の
料
理

に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
！
」と
付
加

価
値
と
ラ
イ
ブ
感
が
ア
ッ
プ
し
た
。『
田

子
ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
テ
ー
キ
ご
は
ん
』は
、

そ
の
象
徴
的
な
存
在
と
言
え
よ
う
。
自
分

で
焼
い
た
ス
テ
ー
キ（
牛
肉
・
豚
肉
・
鶏

肉
）を
シ
ャ
リ（
ニ
ン
ニ
ク
味
噌
な
ど
の

調
味
料
が
ト
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て

い
る
）に
巻
い
て
食
べ
る
と
い

う
、元
祖「
肉
巻
き
寿
司（
ガ
ー

リ
ッ
ク
ス
テ
ー
キ
寿
司
）」。
お

昼
時
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
提
供

店
舗
の
店
内
は
ニ
ン
ニ
ク
の
匂

い
が
充
満
し
、
ニ
ン
ニ
ク
料
理
、

み
ん
な
で
食
べ
れ
ば
臭
く
な

い
！

　

続
い
て
、
商
品
の
定
義
・
ル

ー
ル
が
厳
し
く
な
っ
た（
３
）。
新
・
ご
当

地
グ
ル
メ
の
理
想
形
を
、「
企
画
よ
し
×

見
た
目
よ
し
×
味
よ
し
×
コ
ス
ト
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
よ
し
×
言
葉
よ
し
の
５
拍
子
揃

っ
た
料
理
」と
定
め
、「
企
画
」「
見
た
目
」

「
味
」「
コ
ス
パ
」「
言
葉
」を
徹
底
追
求
。そ

の
結
果
、
盛
り
込
む
定
義
・
ル
ー
ル
が
増

え
て
い
っ
た
。
最
た
る
例
は『
東
通
天
然

ヒ
ラ
メ
刺
身
重
』で
、
３
ペ
ー
ジ
に
わ
た

る
定
義
・
ル
ー
ル
書（
Ａ
４
版
、
協
定
書

用
）に
は
文
字
が
び
っ
し
り
と
書
き
込
ま

れ
て
い
る
。

　

４
つ
目
は
、
開
発
会
議
の
回
数
が
増
え
、

商
品
完
成
ま
で
の
時
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
。『
美
瑛
カ
レ
ー
う
ど
ん
』の
場
合
、
開

発
を
始
め
て
３
カ
月
ち
ょ
っ
と
で
誕
生
。

『
有
田
焼
五
膳
』の
場
合
は
ど
う
か
。
１
年

か
け
て
完
成
さ
せ
た『
有
田
焼
牛
皿
御

膳
』が
、
全
国
的
な
ユ
ッ
ケ
食
中
毒
事
件

の
あ
お
り
を
受
け
て
商
品
化
を
断
念（
県

か
ら
の
指
導
も
あ
り
、
メ
イ
ン
料
理「
牛

講演会でヒロ中田が提案した『美瑛カレーうどん』企画にのった
美瑛の西森和弘さん(地域バカ第１号)。彼がいなかったら、この世
に『新・ご当地グルメ』は存在しない。美瑛カレーうどんは累計44
万食のロングセラー

ヒロ中田に聞きたい！❷
なぜ「10年続くこと」が
目安になるの？

　デビューから10年経った新・ご当地
グルメは全部で20(2020年2月10日
現在)。そのうち、新・ご当地グルメと
して成功しているのは６グルメです。
ほかは、商品は残っていても事務局が
なくなった、新・ご当地グルメの提供店
が一店になった、商品が消滅したなど、
ケースはさまざま。これで、10年生き
抜くことの大変さがおわかりいただけ
ることでしょう。10年の次は15年、20
年と、茨の道は続きます。（談）

ヒロ中田に聞きたい！❶
なぜ『新・ご当地グルメ』には
細かいルールが必要なの？

　理想は、「いつ行っても、どこのお店に行
っても、胃も心も満足する」状態にすること。
料理は属人的な側面が強いので、守るべ
きルールを言語化・見える化することで、

「味」「見た目」のクオリティを保とうとして
いるのです。新・ご当地グルメは、料理の地
域代表です。そのプライドの証がルールと
も言えます。（談）

13 March  2020　



肉
の
タ
タ
キ
」
の
提
供
が
Ｎ
Ｇ
と
な
っ

た
）。
料
理
内
容
を
見
直
し
、
鶏
肉
を
使

っ
た『
有
田
焼
五
膳
』が
デ
ビ
ュ
ー
し
た

の
は
、
開
発
ス
タ
ー
ト
か
ら
１
年
半
後
の

こ
と
だ
っ
た
。
今
で
は
、
商
品
開
発
期
間

は
約
１
年
、
開
催
す
る
会
議
も
約
30
回
が

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。

　

５
つ
目
は
、
商
品
の
売
価
が
高
く
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
初
め
て
１
０
０
０
円
を

超
え
る
商
品
に
な
っ
た
の
は
、
23
番
目
に

誕
生
し
た『
日
南
一
本
釣
り
カ
ツ
オ
炙
り

重
』（
１
２
０
０
円
、
当
時
）。
こ
の
商
品

は
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
グ
ル
メ
第
１
号
で
も
あ

り
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
グ
ル
メ
導
入
が
価
格
を

押
し
上
げ
た
。最
近
は
、１
５
０
０
円（
税

込
）が
ひ
と
つ
の
目
安
に
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
75
グ
ル
メ
で
一
番
価
格
が
高

い
商
品
は
、
３
９
０
０
円（
税
込
）の『
館

山
伊
勢
海
老
ス
テ
ー
キ
御
膳
』だ
。

　

最
後
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
が
よ
り
シ
ャ
ー

プ
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う（
６
）。
コ
ン
セ

プ
ト
と
は
、「
も
の
・
サ
ー
ビ
ス
を
作
る
た

め
の
地
図
＆
羅
針
盤
」「
企
画
の
出
発
点
」

「
差
別
化
ポ
イ
ン
ト
」。
最
新
作（
75
番
目
）

の『
中
泊
メ
バ
ル
ち
ゃ
ん
こ
鍋
』の
コ
ン

セ
プ
ト
は
、「
相
撲
に
ま
つ
わ
る
キ
ー
ワ

ー
ド
を
散
り
ば
め
た
、
冬
期
限
定
の
お
ひ

と
り
さ
ま
用
メ
バ
ル
ち
ゃ
ん
こ
鍋
定
食
」。

こ
の
定
食
の
中
に
挿
入
し
た
相
撲
キ
ー
ワ

ー
ド
は
、
全
部
で
21
語（
力
水
、
清
め
の

塩
、
マ
ス
席
、
粘
り
腰
、
結
び
の
一
番
、
大

入
り
袋
な
ど
）。言
っ
ち
ゃ
ナ
ン
だ
が
、
こ

ん
な
発
想
の
商
品
は
誰
に
も
作
れ
ま
い
。

「
努
力
は
夢
中
に
負
け
る
」の
真
骨
頂
だ
！

地
域
に
残
せ
る
も
の
は
何
な
の
か 

結
論
は“
商
品
”で
は
な
く“
人
”

　

良
い
商
品
が
完
成
し
て
も
、
成
功
す
る

と
は
限
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
新
・
ご
当
地

グ
ル
メ
で
地
域
活
性
化
を
手
が
け
た
54
地

域
を
自
己
採
点
す
る
と
、
成
功
と
言
え
る

の
は
23
地
域
、
つ
ま
り
、
成
功
確
率
は
４

割
２
分
６
厘
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
半
数
以
上
は
う
ま
く
い
か
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
に

よ
る
と
、
次
の
10
個
の
力
を
備
え
れ
ば
確

実
に
成
功
す
る
。
１
商
品
力
、
２
事
務
局

力（
組
織
運
営
力
）、
３
情
報
発
信
力
、
４

連
携
力
、５
金
銭
力
、６
品
質
管
理
力
、７

提
供
店
舗
力
、
８
販
売
力
、
９
人
材
育
成

力
、
10
お
も
て
な
し
力
。
逆
に
、
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
パ
タ
ー
ン
は
と
て
も
シ
ン

プ
ル
で
あ
る
。
事
務
局
の
崩
壊
×
リ
ー
ダ

ー
の
不
在
な
の
だ
。

　

事
務
局
を
担
う
主
体
は
、
行
政（
役
所
・

役
場
）、
商
工
会
・
商
工
会
議
所
、
観
光
協

会
、
民
間
有
志
チ
ー
ム
の
４
パ
タ
ー
ン
が

あ
る
。
こ
れ
が
良
く
て
あ
れ
が
悪
い
、
と

い
う
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
市
で
は
な

く
町
村
単
位
で
言
え
ば
、
行
政（
観
光
課
）

が
そ
の
役
割
を
担
う
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。
た
だ
、
組
織
に
は
異
動
が
つ
き
も
の

で
、
事
務
局
崩
壊
の
元
凶
は
そ
れ
に
尽
き

る
と
言
い
切
れ
る
。
最
悪
の
パ
タ
ー
ン
は
、

新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
が
誕
生
し
て
す
ぐ
に

担
当
者（
事
務
局
）が
変
わ
っ
て
し
ま
う

こ
と
。
そ
こ
で
、
ぼ
く
は
打
ち
手
を
講
じ

た
。
１
年
に
お
よ
ぶ
商
品
開
発
に
携
わ
っ

た
担
当
者
が
最
低
５
～
６
年
は
業
務
を
担

当
で
き
る
よ
う
、
事
前
に
首
長（
町
村
長
）

と
申
し
合
わ
せ
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
。

そ
れ
を
忠
実
に
守
っ
て
く
れ
た
の
が
、
青

森
県
の
５
地
域（
深
浦
・
平
内
・
中
泊
・
田

子
・
東
通
）で
あ
る
。

　

リ
ー
ダ
ー
と
は
、
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ

推
進
団
体
の
会
長
を
指
す
。
本
特
集
の
前

半
パ
ー
ト
で
取
り
上
げ
た
地
域（
中
泊
、

館
山
、佐
渡
）が
成
功
し
て
い
る
の
は
、そ

れ
ぞ
れ
中
畑
会
長
・
小
金
会
長
・
伊
藤
会

長
の
存
在
＆
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
大
き
い
。

彼
ら
は
、
運
命
と
も
言
え
る
新
・
ご
当
地

グ
ル
メ
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
地
域
愛

が
芽
生
え
、
人
生
の
シ
ナ
リ
オ
が
書
き
換

え
ら
れ
て
い
っ
た
。「
食
」と
い
う
字
は
、

人
を
良
く
す
る
と
書
く
が
、
ま
さ
に「
食
」

が
人
を
変
え
た
の
だ
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
商
品
だ
け
で
な
く
人
も

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
こ
う
。
そ
う
強
く

意
識
し
始
め
た
の
は
、
２
０
１
３（
平
成

25
）年
６
月
14
日
デ
ビ
ュ
ー
の『
深
浦
マ

グ
ロ
ス
テ
ー
キ
丼
』か
ら
で
あ
る
。
２
０

２
０（
令
和
２
）年
３
月
16
日
、「
ご
当
地

グ
ル
メ
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
～
青
森
県
の
名
物
行

政
マ
ン
・
鈴
木
マ
グ
ロ
ー
＆
地
域
バ
カ
た

ち
の
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ『
深
浦
マ
グ
ロ

ス
テ
ー
キ
丼
』を
め
ぐ
る
冒
険
」と
題
し

た
本
が
発
行
さ
れ
る
。
著
者
は
青
森
県
の

新
聞
社
の
報
道
部
長
。
青
森
県
深
浦
町
役

場
職
員
の
鈴
木
マ
グ
ロ
ー（
本
名
：
治

朗
）が
、
２
０
１
１（
平
成
23
）年
11
月
２

日
の
講
演
会
で
ヒ
ロ
中
田
と
出
会
い
、

新
・
ご
当
地
グ
ル
メ『
深
浦
マ
グ
ロ
ス
テ

ヒロ中田に聞きたい！❸
なぜ事務局長は同じ人が
続けてやるべきなの？

　ヒロ中田からアーダコーダといろい
ろ言われ、１年におよぶ商品開発期間
に汗と涙を流した者と、前任から引き
継いで「業務だからよろしく」と言われ
て担当になった者。当事者意識が強
いのは、前者です。本特集前半で登場
した館山の矢代君は後者の成功ケー
スですが、これはとても珍しい。理想
は、最低10年間、同じ人が事務局長を
することです。（談）

青森県の地域バカ５人衆（全員公務員）。左から、エンガワー宮
本（東通村）、ガリクソン小林（田子町）、鈴木メバルー（中泊
町）、ベイビー畑井（平内町）、鈴木マグロー（深浦町）
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ー
キ
丼
』を
開
発
。
人
口
８
０
０
０
人
の

「
陸
の
孤
島
」に
も
か
か
わ
ら
ず
、
６
年
半

で
24
万
食
を
売
る
ヒ
ッ
ト
と
な
り
、
町
と

人
が
変
わ
っ
た
と
い
う
地
方
創
生
型
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ス
ト
ー
リ
ー（
書
籍
購
入

希
望
の
方
は
深
浦
町
役
場
観
光
課
０
１
７

３
‐
７
４
‐
２
１
１
１
ま
で
）。

　

鈴
木
マ
グ
ロ
ー
は
、
筋
金
入
り
の〝
地

域
バ
カ
〞で
あ
る
。〝
地
域
バ
カ
〞と
は
、

「
ご
当
地
愛
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ

ツ
」「
未
来
を
憂
う
冷
静
な
眼
力
」「
人
と

お
金
を
動
か
す
力
」「
24
時
間
×
３
６
５

日
動
け
る
身
体
能
力
」と
い
う
５
つ
の
力

の
持
ち
主
の
こ
と
。し
か
し
、自
然
に〝
地

域
バ
カ
〞に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
新
・

ご
当
地
グ
ル
メ
と
出
会
い
、
共
に
食
で
地

域
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
う
仲
間
が
で
き
、

活
躍
・
挑
戦
・
学
ぶ
舞
台
が
与
え
ら
れ
た

か
ら
こ
そ
だ
と
思
う
。
ぼ
く
が
鈴
木
治
朗

さ
ん
に
鈴
木
マ
グ
ロ
ー
と
い
う
芸
名
を
授

け
た
の
も
、「
人
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」の
一

貫
な
の
だ
。

 “
人
”は“
人
”と
仕
事
す
る
。 

ヒ
ロ
中
田
と
愉
快
な
仲
間
た
ち

　

２
０
２
０
年
２
月
１
日
・
２
日
、
和
歌

山
市
の
休
暇
村
紀
州
加
太
で
、
食
に
よ
る

観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
主
催「
食

に
よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
全
国
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
２
０
in
和
歌
山
・
加
太
」＆
定
期

総
会
が
開
か
れ
た
。
食
に
よ
る
観
光
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会（
愛
称
：
Ｓ
‐
１
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
）は
、
２
０
１
０（
平
成
22
）

年
３
月
、
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
で
地
域
活

性
に
取
り
組
む
有
志
の
団
体
で
設
立
。
毎

年
２
回
、
持
ち
回
り
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
総

会
を
開
催
し
て
き
た
が
、
昨
年
か
ら
年
１

回
に
。全
国
か
ら
和
歌
山
に
集
ま
っ
た
新
・

ご
当
地
グ
ル
メ
関
係
者
は
13
地
域
22
名
。

人
数
は
少
な
か
っ
た
が
、
参
加
者
か
ら
は

「
す
ご
く
楽
し
く
充
実
し
た
２
日
間
だ
っ

た
」と
い
う
高
評
価
が
相
次
い
だ
。

　

初
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
休
暇
村
紀
州

加
太
の
義
本
英
也
総
支
配
人
＆
ヒ
ロ
中
田

の
ダ
ブ
ル
講
演
会
。
義
本
さ
ん
は「
海
に

飛
び
込
む
支
配
人
か
ら
ホ
テ
ル
元
気
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
へ　

笑
っ
て
ご
ま
か
せ
！　

義
本
流
お
も
て
な
し
術
」、
ぼ
く
は「
コ
ン

セ
プ
ト
が
一
番
！　

明
日
か
ら
あ
な
た
も

ご
当
地
グ
ル
メ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」と
題

し
て
話
を
し
た
。
夜
は
美
味
し
い
料
理
と

お
酒
を
堪
能
し
な
が
ら
の
懇
親
会
。
１
年

ぶ
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
み

ん
な
が
と
に
か
く
飲
む
、
食
べ
る
、
話
す
。

ぼ
く
も
調
子
に
乗
っ
て
、
朝
４
時
45
分
ま

で
ワ
イ
ン
の
洪
水
を
浴
び
た
。

　

翌
日
の
総
会
で
は
、
各
メ
ン
バ
ー
か
ら

の
近
況
報
告
と
、「
食
と
地
域
活
性
」を
テ

ー
マ
に
し
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
＆
発
表
。
内
容
は
各
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

に
任
せ
た
の
だ
が
、
４
チ
ー
ム
中
２
チ
ー

ム
が
ぼ
く
を
ネ
タ
に
雑
談
し
た
ら
し
い
。

曰
く「
ヒ
ロ
中
田
を
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
例

え
る
と
、
野
球
で
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
、
サ
ッ

カ
ー
で
は
Ｆ
Ｗ
」「
政
治
家
や
先
生
に
向

い
て
い
る
と
思
う
」「
起
業
す
る
と
い
う

が
、
絶
対
に
赤
字
に
な
る
」等
々
。
い
っ

た
い
何
の
話
を
し
て
い
る
の
や
ら
。
で
も
、

な
ん
だ
か
、
嬉
し
く
な
っ
た
。

　

20
年
前
の
緊
急
入
院
事
件
で
食
に
目
覚

め
、
15
年
前
に
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
と
い

う
商
品
を
生
み
出
し
、
気
づ
い
て
み
た
ら
、

あ
っ
と
い
う
間
の
今
年
還
暦
。「
新
・
ご
当

地
グ
ル
メ
は
10
年
続
い
て
一
人
前
。
20
年

続
い
て
本
物
」は
、
ぼ
く
が
作
っ
た
格
言

だ
。長
男
の『
美
瑛
カ
レ
ー
う
ど
ん
』が
20

歳
を
迎
え
る
の
は
５
年
後
だ
し
、『
東
通

天
然
ヒ
ラ
メ
刺
身
重
』に
至
っ
て
は
、
な

ん
と
17
年
後
。
ま
だ
ま
だ
、
新
・
ご
当
地

グ
ル
メ
の
物
語
は
続
い
て
い
く
。

　
「
俺
は
何
を
残
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
」

　

こ
の
15
年
間
、
ぼ
く
は
新
・
ご
当
地
グ

ル
メ
と
共
に
生
き
て
き
た
。
し
か
し
、
真

の
相
棒
は
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
そ
の
も
の

で
は
な
い
。「
食（
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
）で

地
域
を
元
気
に
！
」と
の
使
命
感
に
覚
醒

し
た
、全
国
各
地
の〝
地
域
バ
カ
〞た
ち
こ

そ
が
、
Ｍ
ｙ 

Ｂ
ｕ
ｄ
ｄ
ｙ
で
あ
り
、
ぼ
く

に
と
っ
て
の〝
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
〞で
あ

る
。
雑
誌
の
編
集
に
ハ
マ
っ
て
い
た〝
編

集
バ
カ
〞が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

人（
地
域
バ
カ
）を
編
集
し
て
い
た
と
は

…
…
。
人
生
は
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
し
、
だ
か
ら
人
生
や
め
ら
れ
な
い
、
と

ま
ら
な
い
。

　

長
嶋
茂
雄
氏
は
、
引
退
時
に「
我
が
巨

人
軍
は
永
久
に
不
滅
で
す
」と
の
名
言
を

残
し
た
。
そ
れ
に
倣
い
、
ぼ
く
は
次
の
迷

言
を
残
し
て
去
ろ
う
。

 

「
我
が
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
は
地
域
バ
カ

製
造
機
な
り
」

ヒロ中田に聞きたい！❹
最近は丸くなったという声もあるけど、
プロデュースの方針は変わったの？

　コミュニケーションの方法を変えたので、
そんな声が出るのでしょう。昔は「頭にガ
ツンと一撃！」的な側面が強かったのです
が、最近は、「人を説得するには、叫ぶので
はなく、囁く」「褒めて伸ばそう明日の個性」
を肝に銘じて、後進の指導に当たっていま
す。プロデューサーも、変化・進化しなけれ
ばなりません。(談)

食による観光まちづくり推進協議会は別名「ヒロ中田と愉快な
仲間たちの会」。和歌山総会の撮影が失敗したため、昨年３月
の平内総会の写真を掲載。みんな笑顔

15 March  2020　



調査時期 
2019年8月22日（木）
～2019年8月30日（金）

調査対象 
『じゃらんnet』会員 

調査方法 
インターネット上での
アンケートを実施 

回収数 
11,488人 

有効回答数 
11,488人

対象温泉 
計327の温泉地を
選択肢として設定 

　

今
回
で
14
回
目
を
迎
え
た「
じ
ゃ
ら
ん

人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」調
査
。
も
う

一
度
行
っ
て
み
た
い
温
泉
地
を
尋
ね
る

「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
は
、

1
位
〜
5
位
ま
で
が
昨
年
と
同
じ
順
位
と

い
う
結
果
に
な
り
、
上
位
は
今
回
も
安
定

し
た
人
気
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
票
数
か
ら
は
、
こ
こ
数
年
2
位
に

定
着
し
て
き
た
草
津
温
泉
が
、
今
回
は
1

位
に
ぐ
っ
と
迫
る
勢
い
で
あ
る
様
子
も
見

え
る
。
ま
た
、
有
馬
温
泉
も
、
昨
年
よ
り

1
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
て
6
位
に
。
有
馬
温

泉
は
数
年
に
わ
た
り
徐
々
に
順
位
を
上
げ

て
き
て
お
り
、
つ
い
に
ベ
ス
ト
５
が
目
前

じゃらん
人気温泉地
ランキング2020
調査概要と
回答者プロフィール

調査概要

回答者プロフィール

性別（n=11,488）

居住地域（n=11,488）

今
年
で
14
回
目
を
迎
え
た「
じ
ゃ
ら
ん
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」。
全
国
1
万
１
４
８
８
人
の

じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
会
員
の
投
票
に
よ
り
、
計
３
２
７
の
温
泉
地
か
ら
注
目
の
ラ
ン
キ
ン
グ
が
決
定
し
た
。

調
査
開
始
以
来
、
常
に
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
に
位
置
し
不
動
の
人
気
を
維
持
し
続
け
る
温
泉
地
も
多
い
中
、

じ
わ
じ
わ
と
上
昇
を
続
け
る
温
泉
地
も
あ
る
。
ま
た
行
き
た
く
な
る
、
一
度
は
行
っ
て
み
た
く
な
る
、 

カ
ス
タ
マ
ー
の
心
を
つ
か
む
温
泉
地
の
取
り
組
み
を
追
う
。

人気温泉地ランキング
２０20

 発表！
全国人気温泉地ランキングベスト50

1位は調査開始以来、連続で箱根が獲得。
ベスト５の順位は昨年と変わらず

分析

14年連続で不動の1位をキープし続けている箱根温泉。2位から5位までの
順位も前年と変わらず。10位までの順位でも、有馬温泉が6位にランクアップ
して6位と7位が入れ替わった以外は変動なし。さらに45位までの順位も、多
少の変動はあるものの前年と同じ顔ぶれとなった。順位を上げた温泉地とし
ては、23位の伊香保温泉（５ランクアップ）、39位の十勝川温泉（5ランクアッ
プ）、48位のみなかみ18湯（5ランクアップ）、36位の「十和田湖温泉郷・十
和田湖畔温泉」（3ランクアップ）、47位の宇奈月温泉（3ランクアップ）など。

これまで行ったことがある温泉地のうち、「もう一度行ってみたい」温泉地について尋ね
た。複数回答５つまで

1
2
3
4
5
7
6
8
9
10
11
12
13
14
16
15
17
18
19
22
20
21
28
23
24

25
29
27
26
30
33
32
30
34
35
39
36
37
44
39
43
39
38
42
45
47

50
53

49
51

2053 
1967 
1501 
1402 
1236 
1098 
1077 
1025 
964 
890 
858 
852 
839 
756 
716 
686 
680 
626 
617 
606 
595 
591 
575 
558 
506

 
493 
474 
469 
452 
433 
421 
418 
416 
402 
370 
358 
354 
353 
333 
333 
326 
325 
324 
293 
279 
267 

263 
248 

246 
246 

神奈川県
群馬県
北海道
愛媛県
大分県
兵庫県
大分県
熊本県
静岡県
岐阜県
兵庫県
鹿児島県
秋田県
栃木県
石川県
岐阜県
北海道
山形県
島根県
北海道
石川県
北海道
群馬県
北海道
鹿児島県

佐賀県
群馬県
宮城県
長崎県
岐阜県
青森県
和歌山県
北海道
長野県
北海道
青森県
宮城県
山形県
北海道
栃木県
群馬県
神奈川県
静岡県
岩手県
鳥取県
兵庫県

富山県
群馬県

静岡県
福井県

昨年
順位温泉地名 得票数都道

府県
➡
➡
➡
➡
➡
扌
➡
➡
➡
➡
➡
➡
➡
➡
扌
➡
➡
➡
➡
扌
➡
➡
扌
➡
➡

➡
扌
➡
➡
➡
扌
➡
➡
➡
➡
扌
➡
➡
扌
➡
扌
➡
➡
➡
➡
扌

扌
扌

➡
扌

第1位

（ｎ＝11,488）

行
き
た
く
な
る
温
泉
地

そ
の
人
気
の
秘
密

男性
48.4％

女性
51.6％

東北 
6.3％

北海道 
7.7％

中国・
四国
8.0%

九州・
沖縄 
10.8%

東海  
11.8％

関東・
甲信越  
36.6％

北陸・
関西 
18.7%

カ
ス
タ
マ
ー
が
魅
力
を
感
じ
る
温
泉

地
は
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
？

まちづくり、アクセス改善…
あの有名温泉地も

改革効果でランクアップ！

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25

 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

39 

41 

42 

43 

44 

45 

46

 

47 

48

 

49 

49 

箱根温泉
草津温泉
登別温泉
道後温泉
別府温泉郷
有馬温泉
由布院温泉
黒川温泉
熱海温泉
下呂温泉
城崎温泉
指宿温泉
乳頭温泉郷
鬼怒川温泉
和倉温泉
奥飛騨温泉郷
洞爺湖温泉
蔵王温泉
玉造温泉
阿寒湖温泉
加賀温泉郷
定山渓温泉
伊香保温泉
湯の川温泉
霧島温泉（霧島温泉郷、霧島神宮温泉郷、
妙見・安楽温泉郷、日当山温泉郷）
嬉野温泉
万座温泉
秋保温泉
雲仙温泉
飛騨高山温泉
八甲田温泉・酸ヶ湯温泉
白浜温泉
層雲峡温泉
白骨温泉
ニセコ温泉郷
十和田湖温泉郷・十和田湖畔温泉
鳴子温泉郷
銀山温泉
十勝川温泉
那須温泉
四万温泉
湯河原温泉
修善寺温泉
花巻温泉郷
三朝温泉
淡路島の温泉（洲本温泉・
南あわじ温泉郷・岩屋温泉）
宇奈月温泉
みなかみ18湯（旧水上温泉郷・猿ケ
京温泉・法師温泉・宝川温泉）
伊東温泉・宇佐美温泉
あわら温泉

16　March  2020



昨年
順位

と
い
う
位
置
ま
で
き
た
。
両
温
泉
地
と
も

に
特
徴
あ
る
泉
質
が
魅
力
。
し
か
し
温
泉

地
自
体
を
楽
し
む
の
が
今
ど
き
の
旅
の
ス

タ
イ
ル
。
も
う
一
度
訪
れ
た
い
と
思
わ
せ

る
満
足
感
は
、
温
泉
地
を
形
づ
く
る
街
抜

き
に
は
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

温
泉
地
に
よ
り
楽
し
み
方
や
、
そ
の
活
か

し
方
は
そ
れ
ぞ
れ
。
訪
日
外
国
人
客
も
少

な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
改

革
す
る
た
め
の
素
地
が
な
け
れ
ば
難
し
い

も
の
だ
ろ
う
か
？
東
北
居
住
者
1
位
に
選

ば
れ
た
秋
保
温
泉
は
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
か
ら
ま

ち
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
し
、
人
の
流
れ
を

作
り
出
し
た
好
例
と
な
っ
て
い
る
。

　

ラ
ン
キ
ン
グ
で
上
位
を
獲
得
し
た
温
泉

地
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
で
訪
れ
た

人
々
を
引
き
つ
け
る
の
か
。
一
度
だ
け
で

は
な
く
ま
た
行
き
た
い
と
思
わ
せ
る
温
泉

地
の
、
人
気
の
秘
密
を
解
き
明
か
そ
う
。

毎年変動の大きいランキングだが、
1位は昨年と同じ奥飛騨温泉郷

分析

顔ぶれが毎年変わる満足度ランキングだが、「総合
部門」の１位は昨年と同じ奥飛騨温泉郷。2位に
野沢温泉、3位に乳頭温泉郷。訪問者数50人以
上100人未満の「秘湯部門」では湯平温泉が1位。
2位の乗鞍高原温泉、7位の小田・田の原・満願
寺温泉も昨年に続いてトップ10入り。10位までに
九州の６つの温泉地がランクインした。

全国あこがれ温泉地
ランキング ベスト30
全体（ｎ＝11,488）

温泉地名 得票数

扌
➡
➡
➡
➡
扌
➡
扌
扌
➡
➡
➡
➡
➡
➡

➡
扌
➡
扌
扌
➡
➡
➡
扌
扌
扌
➡

➡
➡
扌

第1位

まだ行ったことはないが、「一度は行ってみたい」温泉地につい
て尋ねた。複数回答5つまで

2
1
3
4
5
8
6
9

10
7

11
12
13
14
15

16
18
17
20
22
19
21
23
25
27
30
24

26
29
34

2001 
1865 
1822 
1473 
1358 
1218 
1168 
1156 
1134 
1134 
1101 
1069 
1053 
882 
860

 
661 
591 
583 
533 
526 
516 
450 
445 
386
352 
347 
346

 
336 
327 
308 

秋田県
大分県
群馬県
愛媛県
北海道
岐阜県
大分県
神奈川県
兵庫県
鹿児島県
山形県
熊本県
静岡県
栃木県
青森県

石川県
山形県
北海道
石川県
群馬県
長野県
北海道
兵庫県
富山県
島根県
富山県
青森県

北海道
長崎県
岐阜県

都道
府県

調査開始以来、前年までは13年連続で由布院温
泉が1位だったが、今回は乳頭温泉郷が獲得した。
3位から５位までは前年の順位と変動なし。10位
までの顔ぶれは同じ。30位までで大きく順位を上
げた温泉地は26位の宇奈月温泉（4ランクアップ）、
30位の奥飛騨温泉郷（4ランクアップ）。

調査開始以来初のトップ入れ替わり。
乳頭温泉郷が1位に

分析

関東・甲信越で1位と2位が入れ替わり草津温泉
が、北陸・関西でも１位と2位が入れ替わり有馬
温泉がトップになった。それ以外のエリアでは、1
位はいずれも前年と同じ温泉地が選ばれている。

草津温泉、有馬温泉が
居住地別では1位に

分析

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9

9 

11 

12 

13 

14 

15

 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24

25 

26 

27

 

28

29 

30 

全国温泉地満足度 総合部門
ランキング ベスト10

居住地別で見る
全国人気温泉地ランキング

温泉地名 満足度
（％）

集計
対象数

96.0 
95.3 
95.1 
94.8 
94.1 
94.1 
93.7 
93.6 
92.7 
92.6 

326 
106 
225 
134 
819 
303 
606 
110 
219 
405 

岐阜県
長野県
秋田県
北海道
群馬県
熊本県
大分県
福島県
群馬県
佐賀県

都道
府県

最近1年間に行ったことがある温泉地のうち「満足した」温
泉地について尋ねた。「とても満足」「やや満足」「普通」

「やや不満」「とても不満」のうち、「とても満足」「やや満
足」と応えた人の割合を合わせて算出
1年間の訪問者数が100人以上（136温泉地）

第1位 奥飛騨温泉郷
野沢温泉
乳頭温泉郷
ウトロ温泉
草津温泉
黒川温泉
別府温泉郷
高湯温泉
万座温泉
嬉野温泉

2

3

4

5

5

7

8

9

10

北海道（n＝887）

温泉地名 集計
対象数

426 
235 
235 
210 
207 

北海道
北海道
北海道
北海道
北海道

都道
府県

第1位 登別温泉
阿寒湖温泉
洞爺湖温泉
定山渓温泉
湯の川温泉

2

3

4

5

東北（n＝727）

温泉地名 集計
対象数

148 
147 
109 
105 
104 

宮城県
秋田県
岩手県
宮城県
栃木県

都道
府県

第1位 秋保温泉
乳頭温泉郷
花巻温泉郷
鳴子温泉郷
鬼怒川温泉

2

3

4

5

関東・甲信越（n＝4,200）

温泉地名 集計
対象数
1195 
1145 
551 
440 
427 

群馬県
神奈川県
静岡県
栃木県
北海道

都道
府県

第1位 草津温泉
箱根温泉
熱海温泉
鬼怒川温泉
登別温泉

2

3

4

5

東海（n＝1,361）

温泉地名 集計
対象数

297 
257 
248 
248 
179 

岐阜県
神奈川県
群馬県
岐阜県
兵庫県

都道
府県

第1位 下呂温泉
箱根温泉
草津温泉
奥飛騨温泉郷
有馬温泉

2

3

3

5

北陸・関西（n＝2,145）

温泉地名 集計
対象数

443 
416 
376 
257 
239 

兵庫県
兵庫県
愛媛県
岐阜県
北海道

都道
府県

第1位 有馬温泉
城崎温泉
道後温泉
下呂温泉
登別温泉

2

3

4

5

中国・四国（n＝922）

温泉地名 集計
対象数

224 
180 
163 
154 
153 

愛媛県
大分県
兵庫県
大分県
兵庫県

都道
府県

第1位 道後温泉
別府温泉郷
有馬温泉
由布院温泉
城崎温泉

2

3

4

5

九州・沖縄（n＝1,246）

温泉地名 集計
対象数

379 
287 
279 
253 
188 

熊本県
大分県
佐賀県
大分県
鹿児島県

都道
府県

第1位 黒川温泉
別府温泉郷
嬉野温泉
由布院温泉
霧島温泉（霧島温泉郷、霧
島神宮温泉郷、妙見・安楽
温泉郷、日当山温泉郷）

2

3

4

5

温泉地名 満足度
（％）

集計
対象数

98.1 
94.9 
94.7 
93.8 
93.5 
92.9 
92.8

 
92.1 
91.7 
88.5 

52 
59 
57 
97 
93 
99 
69
 

63 
60 
78 

大分県
長野県
和歌山県
熊本県
大分県
大分県
熊本県

山形県
大分県
石川県

都道
府県

1年間の訪問者数が50人以上100人未満（76温泉地）

第1位

2 

3 

4 

5 

6 

7

8 

9

10 

湯平温泉
乗鞍高原温泉
龍神温泉
わいた温泉郷
長湯温泉
久住温泉
小田・田の原・
満願寺温泉
小野川温泉
九重“夢”温泉郷
輪島温泉郷

全国温泉地満足度 秘湯部門
ランキング ベスト10
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乳頭温泉郷
由布院温泉
草津温泉
道後温泉
登別温泉
下呂温泉
別府温泉郷
箱根温泉
有馬温泉
指宿温泉
銀山温泉
黒川温泉
熱海温泉
鬼怒川温泉
八甲田温泉・
酸ヶ湯温泉
加賀温泉郷
蔵王温泉
洞爺湖温泉
和倉温泉
伊香保温泉
白骨温泉
ニセコ温泉郷
城崎温泉
黒部峡谷温泉群
玉造温泉
宇奈月温泉
十和田湖温泉郷・
十和田湖畔温泉
阿寒湖温泉
雲仙温泉
奥飛騨温泉郷



湯
路
広
場
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
観
光

客
は
湯
畑
の
周
り
を
散
策
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
ゆ
っ
た
り
湯
畑
を
見
物
し
た
り
、

こ
こ
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
２
０
１
６
年
12
月
に

は
湯
畑
と
そ
の
周
辺
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
、

２
０
１
７
年
か
ら
は
月
に
一
度
の「
夜
景
散

策
ツ
ア
ー
」が
始
ま
り（
4
月
〜
10
月
開

催
）、
宿
泊
客
が
夜
、
街
に
出
る
楽
し
み
も

で
き
た
。
こ
こ
ま
で
の
一
連
の
動

き
で
も
十
分
に
効
果
が
あ
り
そ
う

だ
が
、
特
に
若
年
層
を
意
識
し
た

戦
略
も
展
開
。
草
津
に
は
熱
い
温

泉
を
薄
め
る
こ
と
な
く
入
浴
す
る

た
め
の「
湯
も
み
」と
い
う
方
法
が

あ
り
、「
熱
乃
湯
」で
は
シ
ョ
ー
と

　

自
然
湧
出
量
は
毎
分
3
万
2
3
0
0
ℓ
以

上
、
ド
ラ
ム
缶
に
換
算
す
る
と
1
日
に
約

23
万
本
も
の
温
泉
が
湧
き
出
て
い
る
草
津

温
泉
。
加
え
て
、
恋
の
病
以
外
は
治
せ
な

い
も
の
は
な
い
と
い
わ
れ
る
日
本
屈
指
の

強
酸
性
の
温
泉
力
に
は
根
強
い
フ
ァ
ン
も

多
い
。
今
回
の
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ

ン
グ
で
は
ト
ッ
プ
に
迫
る
勢
い
を
見
せ
て

い
る
が
、
居
住
地
別
ラ
ン
キ
ン
グ
の
方
で

は
関
東
・
甲
信
越
で
見
事
1
位
を
獲
得
。

支
持
を
上
げ
て
き
た
背
景
に
は
７
年
前
か

ら
始
ま
っ
た
改
革
が
あ
る
。

　

２
０
１
３
年
、
草
津
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
湯
畑
周
辺
の
再
開
発
に
着
手
。
明
治
ま

で
実
在
し
た
日
帰
り
入
浴
施
設「
御
座
之

湯
」を
再
建
し
、
２
０
１
４
年
に
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス「
湯
路
広
場
」を
完
成
、
２
０
１

５
年
に
は
名
物
の
湯
も
み
シ
ョ
ー
で
知
ら

れ
る「
熱
乃
湯
」を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

温
泉
地
を
選
ぶ
理
由
は

「
街
の
雰
囲
気
が
好
き
だ
か
ら
」

　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
調
査
で
は
、
温
泉
地

を
選
ん
だ
理
由
も
尋
ね
て
い
る
。
下
の
表

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
バ
ラ
ン
ス
型
と

い
わ
れ
る
箱
根
温
泉
も
含
め
、
温
泉
地
を

選
ぶ
理
由
と
し
て
目
立
つ
の
は「
街
の
雰
囲

気
が
好
き
だ
か
ら
」。
温
泉
そ
の
も
の
の
魅

力
で
あ
る「
効
能
や
泉
質
」を
上
回
る
温
泉

地
が
多
く
、
温
泉
地
に
と
っ
て
ま
ち
づ
く

り
が
い
か
に
大
切
か
を
実
感
で
き
る
。

　

こ
こ
で
は
各
種
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
を
獲

得
し
た
３
つ
の
温
泉
地
の
取
り
組
み
を
紹

介
。
い
ず
れ
も
歴
史
が
あ
り
、
散
策
が
楽

し
め
る
街
並
み
で
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
そ
の
受
け
継
い
だ
財
産
に
甘
ん
じ
る
こ

と
な
く
、
守
る
べ
き
部
分
は
守
り
、
時
代

の
変
化
の
中
で
採
り
入
れ
る
べ
き
部
分
に

は
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
訪
れ
る
人

の
心
を
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
旬
の
温
泉

地
を
作
っ
て
い
る
。

人気温泉地ランキング
２０20

 発表！

ラ
ン
キ
ン
グ
上
位

温
泉
地
の

〝
街
〞の
活
か
し
方

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
湯
畑
を
再
開
発
。
バ
ス
路
線
の

開
拓
な
ど
若
年
層
を
取
り
込
む
手
法
も
大
胆
に

手頃な料金で
行けるから

交通の便が
良いから

街の雰囲気
が好きだから

自然に
囲まれて
いるから

周辺の観光
スポットが充実
しているから

温泉以外も
楽しめるから

温泉の効能や
泉質が気に

入っているから
箱根温泉 （ｎ＝2,053） 29.1 56.0 58.5 45.2 17.3 10.7 32.4 

草津温泉（ｎ＝1,967） 22.9 19.9 73.0 32.8 9.4 9.4 65.8 

登別温泉（ｎ＝1,501） 16.6 17.4 39.6 48.6 8.4 5.5 57.5 

道後温泉（ｎ＝1,402） 13.6 18.7 82.5 9.3 9.4 6.5 37.7 

別府温泉郷（ｎ＝1,236） 18.9 23.5 63.6 20.4 14.6 6.8 60.5 

有馬温泉（ｎ＝1,098） 15.3 42.2 57.7 21.3 8.4 6.4 56.6 

全国人気温泉地ランキング  ベスト６の選択理由

「もう一度行ってみたい温泉地」と回答した理由。12の選択肢より複数回答５つまで　※赤文字は回答者50％以上が選択

日頃からサッカーで鍛えている
だけに、ゆもみくんのショーは
迫力満点。草津温泉の様々な
場所で働きながら、プロのサッ
カー選手を目指す彼らを起用
するという着眼点が面白い

好評の湯畑ライティングは、東京駅
丸の内駅舎のライトアップなどを手
がけた面出薫氏がデザイン

棚田をイメージして作られた湯路広
場。イベント時以外もリラックスし
て過ごせる場所となっている

草
津
温
泉

︵
群
⾺
県
吾
妻
郡
︶

全国人気温泉地
ランキング

居住地別
全国人気温泉地
ランキング
関東・甲信越居住者

2 位

第1位

温泉地の人気は
「街」とともにあり

18　March  2020



し
て
そ
の
様
子
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
ま
で
は
湯
も
み
娘（
現
：
ゆ
も
み

ガ
ー
ル
ズ
）が
そ
の
様
子
を
紹
介
し
て
き
た

が
、
２
０
１
２
年
か
ら
は
イ
ケ
メ
ン
男
子
に

よ
る
特
別
公
演「
ゆ
も
み
く
ん
シ
ョ
ー
」も

登
場
。「
ザ
ス
パ
草
津
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
」

の
選
手
た
ち
が
見
せ
る
迫
力
あ
る
湯
も
み

の
技
が
好
評
で
、
不
定
期
開
催
な
が
ら
こ

れ
を
目
当
て
に
訪
れ
る
人
も
い
る
と
い
う
。

　

し
か
し
草
津
は
、
北
陸
新
幹
線
軽
井
沢

駅
よ
り
バ
ス
で
約
１
時
間
20
分
、
都
心
か

ら
車
で
約
3
時
間
超
と
、
ア
ク
セ
ス
に
恵

ま
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
既
存
の
東

京
、
新
宿
発
の
J
R
高
速
バ
ス
に
増
便
を

働
き
か
け
つ
つ
、
若
者
の
街
・
渋
谷
を
発

着
す
る
東
急
バ
ス
に
着
目
。
２
０
１
７
年

か
ら
運
行
を
開
始
し
、
利
用
客
は
順
調
に

伸
び
て
い
る
と
い
う
。
現
在
も
東
急
線
沿

線
駅
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
継
続
し
、
草
津
温

泉
ま
で
の
交
通
動
線
の
認
知
度
ア
ッ
プ
に

努
め
て
い
る
。

 

「
草
津
を
訪
れ
る
若
い
方
と
外
国
人
旅
行

者
は
右
肩
上
が
り
で
増
加
中
で
す
。
５
、

６
年
前
か
ら
泊
食
分
離
も
見
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
飲
食
店
の
夕
食
時
に
は
行

列
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
草

津
温
泉
観
光
協
会
事
務
局
長　

大
川
揚
一

さ
ん
）。
特
定
日
を
除
き
毎
週
金
曜
日
は

「
西
の
河
原
露
天
風
呂
」で
混
浴
イ
ベ
ン
ト
、

冬
期
に
は
湯
畑
で
ツ
リ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
…
。
バ
ス
に
乗
っ
て
し
ま
え
ば
、
着
い

た
先
は
夜
ま
で
と
こ
と
ん
楽
し
め
る
賑
わ

い
の
あ
る
温
泉
地
。
宿
泊
施
設
も
増
加
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
こ
の
勢
い
が
ど
の

よ
う
な
結
果
に
繋
が
る
の
か
、
来
年
以
降

の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

　

野
沢
温
泉
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く「
湯

仲
間
」と
呼
ば
れ
る
自
治
活
動
で
守
ら
れ
て

き
た
13
の
外
湯
で
知
ら
れ
る
。
地
域
の
人

の
生
活
の
場
で
あ
る
共
同
湯
す
べ
て
を
観

光
客
に
も
無
料
で
開
放
し
て
い
る
、
全
国

的
に
も
珍
し
い
温
泉
地
。
30
余
り
あ
る
源

泉
の
ひ
と
つ
で
１
０
０
度
近
い
湯
が
湧
く

麻お

釜が
ま

や
、
風
格
あ
る
外
観
の
大
湯
、
ぶ
ら

ぶ
ら
と
歩
く
の
が
楽
し
い
温
泉
街
…
。
街

の
中
の
ど
こ
を
と
っ
て
も
絵
に
な
る
、
懐

か
し
い
日
本
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ

う
な
風
景
が
残
る
場
所
だ
。
今
回
、
満
足

度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
高
い
評
価
を
得
た
背
景

を
伺
っ
て
み
た
と
こ
ろ「
何
も
特
別
な
こ
と

は
し
て
い
な
い
の
で
、
期
待
に
添
う
よ
う

な
回
答
は
で
き
な
い
か
も
」と
、
野
沢
温
泉

観
光
協
会
事
務
局
長
の
森
博

美
さ
ん
。
湯
め
ぐ
り
も
街
歩

き
も
、
観
光
客
が
こ
こ
で
体

験
す
る
こ
と
は
村
の
人
た
ち

の
普
段
の
生
活
の
一
部
。
近

年
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
も
人
気
が
高
い
が
、

「
あ
え
て
観
光
客
の
方
に
合
わ
せ
る
こ
と
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
で
い
い

と
い
う
方
に
来
て
、
過
ご
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
森
さ
ん
）。

　

そ
ん
な
野
沢
温
泉
に
も
、
時
代
の
流
れ

で
採
り
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
変
化
は
あ

る
。
泊
食
分
離
へ
の
対
応
だ
。
湯
め
ぐ
り

や
土
産
物
を
買
う
た
め
に
、
観
光
客
が
宿

か
ら
外
へ
出
る
動
き
は
元
々
あ
る
温
泉
地
。

滞
在
日
数
が
長
い
外
国
人
観
光
客
か
ら
の
、

夕
食
を
外
で
食
べ
た
い
と
い
う
要
望
に
応

え
て
い
る
う
ち
に
自
然
に
浸
透
し
て
き
た

と
の
こ
と
。
新
た
に
オ
ー
プ
ン
す
る
店
も

あ
る
な
ど
、
温
泉
街
の
飲
食
店
は
以
前
よ

り
賑
わ
い
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

満
足
度
で
評
価
さ
れ
た
背
景
に
は
、　

こ

の
よ
う
な
あ
り
の
ま
ま
の
ス
タ
イ
ル
を
貫

く
ま
ち
づ
く
り
が
あ
っ
て
こ
そ
。
し
か
し

ア
ク
セ
ス
面
で
の
改
善
に
も
抜
か
り
が
な

い
。
長
野
県
の
北
信
エ
リ
ア
に
位
置
し
て

い
る
が
、
北
陸
新
幹
線
に
よ
り
そ
の
距
離

は
ぐ
ん
と
縮
ま
っ
た
。
飯
山
駅
か
ら
の
路

線
バ
ス
も
あ
る
が
、
行
政
主
体
で
新
幹
線

開
業
に
合
わ
せ
直
行
バ
ス
の
運
行
を
開
始
。

ほ
と
ん
ど
の
発
着
時
刻
に
合
わ
せ
て
出
し

て
お
り
、
利
用
客
は
年
間
12
万
人
に
も
上

る
と
い
う
。「
地
域
の
二
次
交
通
と
し
て
は

な
か
な
か
の
利
用
者
数
だ
と
思
い
ま
す
」

（
森
さ
ん
）。
新
幹
線
を
降
り
た
ら
直
行
バ

ス
で
25
分
。
ア
ク
セ
ス
の
改
善
も
満
足
度

を
ア
ッ
プ
さ
せ
た
要
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
る
だ
ろ
う
。

外
湯
め
ぐ
り
や
街
歩
き
。
地
域
の
普
段
の
生
活
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
ス
タ
イ
ル
を
貫
き
続
け
る

麻釜の風景。近くにはここで茹でたトウモロコシを売
っているお店もある

晩秋の風物詩、お菜洗い。温泉を利用した洗い場で、
漬ける前の野沢菜を洗うのもここならではの風景

湯温が高めの外湯の中で、適温で入浴しやすいと人気
の熊の手洗湯（くまのてあらゆ）

１３の外湯の代表格である大湯

野
沢
温
泉

︵
⻑
野
県
下
⾼
井
郡
︶
全国温泉地
満足度
ランキング
総合部門
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そ
ぞ
ろ
歩
き
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に

30
年
以
上
も
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
有

馬
温
泉
。
２
０
１
０
年
に
は
、
若
者
の
力

で
街
を
活
性
化
さ
せ
る
べ
く
、
関
西
エ
リ

ア
の
大
学
と
と
も
に「
有
馬
温
泉
ゆ
け
む
り

大
学
」を
開
校
。
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
行

っ
た
卒
業
旅
行
の
取
り
込
み
が
宿
泊
商
品

と
し
て
ヒ
ッ
ト
し
、
定
着
。
高
級
路
線
の

温
泉
地
な
が
ら
、
女
性
や
若
年
層
か
ら
も

高
い
支
持
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
全

国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
、
２
０

１
２
年
の
11
位
か
ら
、
２
０
１
３
年
〜
２

０
１
８
年
は
９
位
、
２
０
１
９
年
に
は
７

位
、
そ
し
て
今
回
は
６
位
と
着
実
に
ラ
ン

ク
ア
ッ
プ
を
重
ね
て
き
て
お
り
、
今
回
の

年
代
別
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
20
代
、
30
代
か

ら
高
い
支
持
を
得
た
。

 「
１
９
８
７
年
よ
り
行
っ
て
き
て
い
る
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
を
、
５
年
ほ
ど
前
に
改
訂

し
ま
し
た
。
小
エ
リ
ア
と
し
て
は
宿
泊
料

金
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

を
逆
手
に
取
り
、
も
っ
と
プ
レ
ミ
ア
ム
な
、

世
界
に
誇
れ
る
温
泉
地
作
り
を
目
指
す
こ

と
に
し
た
の
で
す
」（
有
馬
温
泉
観
光
協
会

会
長　

金
井
啓
修
さ
ん
）。
３
年
ほ
ど
前
か

ら
湯
元
坂
界
隈
の
空
き
店
舗
を
改
修
。
魅

力
的
な
店
舗
を
増
や
す
こ
と
で
、
情
緒
あ

る
中
心
街
の
修
景
を
図
っ
て
い
る
。「
街
が

ど
ん
ど
ん
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
他

か
ら
も
や
る
気
の
あ
る
人
や
お
店
が
入
っ

て
き
て
い
ま
す
」（
有
馬
温
泉
旅
館
協
同
組

合
理
事
長　

當
谷
逸
郎
さ
ん
）。

　

し
か
し
、
狙
い
通
り
に
観
光
客
は
増
加

し
た
も
の
の
、
そ
れ
に
よ
り
地
元
の
人
の

生
活
の
た
め
の
商
店
が
減
少
す
る
な
ど
、

住
み
づ
ら
い
面
が
出
て
き
て
い
る
の
も
事

実
。
観
光
公
害
を
避
け
る
た
め
に
は
、
観

光
客
が
訪
れ
る
こ
と
で
、
地
元
の
人
の
生

活
の
質
が
上
が
る
よ
う
に
繋
げ
て
い
く
取

り
組
み
が
必
要
と
い
う
。「
小
さ
な
仕
掛
け

も
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
る
お
不

動
さ
ん
で
は
お
賽
銭
を
入
れ
る
と
ス
キ
ヤ

キ
ソ
ン
グ
と
般
若
心
経
が
流
れ
る
よ
う
に

し
、
集
ま
っ
た
お
賽
銭
で
花
を
欠
か
す
こ

と
な
く
供
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
観
光
客
が
訪
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
小
さ
な
祠
で
は
絵
馬
や
お
み

く
じ
を
作
り
、
そ
の
売
り
上
げ
で
地
域
の

人
た
ち
が
集
ま
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で

き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。」（
金
井
さ
ん
）。
ま
ち
づ
く
り
と

い
う
と
大
き
な
改
革
の
方
に
ば
か
り
目
が

行
き
が
ち
だ
が
、
人
が
住
ん
で
い
る
場
所

だ
か
ら
こ
そ
、
生
活
に
密
着
し
た
小
さ
な

動
き
で
実
感
で
き
る
こ
と
も
あ
る
は
ず
だ
。

　

土
地
柄
は
保
守
的
と
い
う
が
、
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
新
し
い
取
り
組
み
に
は

ま
っ
た
く
抵
抗
が
な
い
と
い
う
有
馬
温
泉
。

良
い
と
思
え
ば
導
入
し
、
他
の
温
泉
地
に

も
紹
介
す
る
。「
今
ま
で
は
地
域
間
は
競
争

と
い
う
感
じ
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
連

携
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
連
携

し
合
う
こ
と
で
口
コ
ミ
で
情
報
が
広
が
り
、

次
は
こ
ち
ら
に
来
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と

に
繋
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
」（
金
井
さ
ん
）。

　

温
泉
街
へ
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
導
入
や
、

六
甲
有
馬
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
の
ス
イ
ス
製
ゴ

ン
ド
ラ
に
着
目
し
た
周
遊
ル
ー
ト
の
提
案

等
、
ネ
タ
が
あ
れ
ば
貪
欲
に
突
き
詰
め
て

活
用
す
る
の
が
有
馬
流
。
だ
か
ら
こ
そ
表

も
路
地
裏
も
隅
々
ま
で
楽
し
い
発
見
が
尽

き
な
い
街
が
で
き
あ
が
り
、
多
く
の
人
を

魅
了
し
続
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

 「
最
近
は
サ
ボ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
情
報
発

信
を
す
れ
ば
も
っ
と
順
位
が
上
が
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
だ
け
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
あ
る
温
泉
地
だ
と
自
負
し
て
い

ま
す
」（
金
井
さ
ん
）。

いつも賑わっている
湯元坂。温泉街には
お座敷に上がる前の
芸妓さんが接客する
カフェや、お寺が営む
写仏体験のできるカ
フェもある。既存の
ものを活用して新し
い楽しみ方を提供す
るのが、アイデア豊富
な有馬温泉らしい

有馬の湯といえば、鉄分と塩分を含む赤褐
色の「金泉」とミネラルを含む透明の「銀
泉」。写真は共同浴場「金の湯」横にあり、
金泉に無料で浸かれる足湯

マーケティング、国際
化、ものづくりなど、
その都度取り組む内
容を変えているゆけ
むり大学

ま
ち
づ
く
り
歴
30
年
超
で
、新
し
い
手
法
に
も

積
極
的
。目
指
す
は
世
界
的
温
泉
リ
ゾ
ー
ト

有
⾺
温
泉

︵
兵
庫
県
神
⼾
市
︶

全国人気温泉地
ランキング

居住地別
全国人気温泉地
ランキング
北陸・関西
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２
０
１
１
年
に
、
後
に
ま
ち
づ
く
り
会

社
で
あ
る
ア
キ
ウ
ツ
ー
リ
ズ
ム
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
を
共
に
運
営
す
る
こ
と
に
な
る
地
域

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
千
葉
大
貴
さ
ん
と
出
会

い
、
観
光
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
一
歩
を

踏
み
出
そ
う
と
す
る
。
し
か
し
直
後
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
約
５
年
、

そ
の
動
き
は
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

た
だ
、
震
災
前
に
は
ま
だ
夢
物
語
だ
っ
た

ま
ち
づ
く
り
構
想
が
、
観
光
客
減
少
に
続

き
震
災
を
経
験
し
た
こ
と
で
詰
ま
っ
て
い

き
、
再
開
時
に
は
推
進
力
が
高
ま
っ
た
と

い
う
。
本
来
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
行
う
べ
き
事
業
を
、

Ｄ
Ｍ
Ｃ
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
。
ま
ち

づ
く
り
と
は
、
そ
れ
を
信
じ
て
取
り
組
む

人
が
い
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
長
期
的

な
事
業
で
あ
る
。
そ
し
て
今
、
総
入
れ
込

み
数
で
は
Ｖ
字
回
復
中
で
震
災
前
よ
り
伸

び
て
い
る
。
秋
保
温
泉
で
は
、
ど
の
よ
う

な
思
い
を
込
め
た
取
り
組
み
で
人
の
流
れ

を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
か
。

250

200

150

100

50

街の中を流れる名取川と温泉宿。住宅地の中で
旅館の大型の建物が目を引く　

（万人）

宿泊者数は横ばい～微減で推移。県内の他の温泉地が苦戦す
る中で、秋保は踏みとどまっている状態といわれている

２
０
０
９
年

２
０
１
２
年

２
０
１
５
年

２
０
１
０
年

２
０
１
３
年

２
０
１
６
年

２
０
１
１
年

２
０
１
４
年

２
０
１
７
年

２
０
１
８
年

総入れ込み数

宿泊者数

秋保温泉　
宿泊者数＆日帰り利⽤者数＆総⼊れ込み数

（2009年～2018年）（秋保温泉旅館組合調べ）

日帰り者数

居住地別
全国人気温泉地
ランキング
東北
第1位

宿
泊
客
の
需
要
は
宿
だ
け
で
は

な
い
時
代
へ
。
危
機
感
を

感
じ
て
の
ま
ち
づ
く
り
構
想

　

仙
台
駅
か
ら
車
で
30
分
。
秋
保
温
泉
は

自
然
に
囲
ま
れ
た
山
間
に
佇
む
温
泉
地
。

少
し
乱
暴
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
数
年
前

ま
で
の
こ
こ
は
、
温
泉
地
で
は
あ
っ
て
も

観
光
地
で
は
な
か
っ
た
。
住
宅
に
混
じ
っ

て
旅
館
が
点
在
し
、
街
歩
き
を
楽
し
め
る

よ
う
な
軒
を
連
ね
る
店
は
な
い
。
湯
け
む

り
が
上
る
様
子
な
ど
シ
ン
ボ
ル
的
な
風
景

や
、
地
域
の
人
が
日
常
通
う
共
同
湯
や
湯

め
ぐ
り
も
な
い
。
宿
泊
客
は
街
に
楽
し
み

を
求
め
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
だ
。
結
果
、

市
内
に
あ
り
距
離
は
近
い
の
に
距
離
感
の

あ
る
温
泉
地
と
い
う
位
置
付
け
に
な
っ
て

い
た
。「
市
内
の
若
い
人
の
中
に
さ
え
、『
あ

き
う
』と
読
め
ず『
あ
き
ほ
』と
呼
ぶ
人
が

い
る
ほ
ど
で
す
」（
秋
保
温
泉
旅
館
組
合
事

務
局
長　

佐
藤
司
さ
ん
）。
と
こ
ろ
が
今
で

は
日
帰
り
利
用
客
も
含
め
た
総
入
れ
込
み

数
は
ほ
ぼ
右
肩
上
が
り
中
。
名
湯
の
揃
う

東
北
に
お
い
て
、
居
住
地
別
ラ
ン
キ
ン
グ

で
は
こ
こ
数
年
に
わ
た
り
1
位
を
獲
得
。

全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
２
０

１
５
年
の
38
位
か
ら
２
０
１
６
年

の
28
位
に
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
以
降
は

ほ
ぼ
30
位
以
内
で
安
定
し
て
い
る
。

　

秋
保
温
泉
へ
の
人
の
流
れ
が
で
き
た
の

は
５
年
程
前
か
ら
。
し
か
し
最
初
の
構
想

は
２
０
０
２
年
に
ま
で
遡
る
。
当
時
の
宿

泊
者
数
は
１
０
２
万
人
。
ピ
ー
ク
で
あ
り
、

や
が
て
下
が
る
兆
し
も
見
せ
始
め
て
い
た
。

実
際
、
こ
の
後
に
宿
泊
者
数
は
東
日
本
大

震
災
前
に
か
け
て
80
万
人
ま
で
落
ち
込
む

こ
と
に
な
る
。
旅
館
組
合
で
は
危
機
感
を

抱
き
、
フ
ァ
ン
作
り
の
た
め
に
宿
で
連
携

し
た
食
文
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
ス
タ
ー
ト
。

秋
保
温
泉
に
は
観
光
協
会
が
な
く
、
旅
館

組
合
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、

旅
館
だ
け
の
力
で
は
限
界
が
あ
る
。
団
体

旅
行
か
ら
個
人
旅
行
に
移
行
し
て
い
た
時

期
で
、宿
泊
客
か
ら
は「
街
歩
き
を
し
た
い
」

と
い
う
要
望
が
出
始
め
て
い
た
。
そ
れ
ま

で
は
宿
の
中
で
完
結
す
る
宿
泊
ス
タ
イ
ル

が
主
流
。
時
代
の
流
れ
を
受
け
て
早
急
に

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

旅
館
組
合
発
、
D
M
C
と
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
始
動
し
て
い
く

人気温泉地ランキング
２０20

 発表！

秋
保
温
泉

︵
宮
城
県
仙
台
市
︶
の

ま
ち
づ
く
り

観光地としての
ベースが弱い街に
賑わいを創出
ほぼゼロから

スタートして観光客
を呼び込んだ

539年頃 開湯
宿泊施設数 16（旅館組合加盟施設）
  旅館規模は大５軒、中５軒、小6軒、源泉は
  各宿ごとにある
  東北新幹線仙台駅よりバスで30分
2015年 12月 秋保ワイナリー創業
2018年	 ４月 アキウツーリズムファクトリー創業
	 7月 アキウ舎オープン

秋
あき

保
う

温泉とは

秋保温泉旅館組合　佐藤 司さん（左）と森谷祐子
さん（右）。組合は「伝承千年の宿　佐勘」の中に
置かれ、少数精鋭で対応にあたる。「今が磁力の
ある時。この機を逃さずに、『AKIUは面白い』を
定着させていきたいと考えています」（佐藤さん）
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き
っ
か
け
は
東
日
本
大
震
災
。
ワ
イ
ン
の

持
つ
力
で
人
を
呼
べ
る
観
光
地
に

　

創
業
か
ら
５
年
目
を
迎
え
た
秋
保
ワ
イ

ナ
リ
ー
。
毛
利
さ
ん
は
カ
フ
ェ
の
大
き
な

窓
か
ら
隣
接
す
る
土
地
を
指
し「
あ
の
場
所

に
ア
メ
リ
カ
人
が
手
が
け
る
ク
ラ
フ
ト
ビ

ー
ル
の
工
場
が
来
年
で
き
る
ん
で
す
よ
」。

自
社
の
で
き
ご
と
で
は
な
い
の
に
実
に
う

れ
し
そ
う
に
話
す
。

　

秋
保
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
誕
生
し
た
時
、
宮

城
県
内
に
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
1
つ
も
な
か
っ

た
。
そ
れ
ま
で
１
軒
だ
け
あ
っ
た
ワ
イ
ナ

リ
ー
は
東
日
大
震
災
の
津
波
で
流
さ
れ
、

県
内
の
ワ
イ
ン
産
業
は
途
絶
え
て
し
ま
っ

て
い
た
。
建
築
家
と
し
て
自
分
が
手
が
け

た
建
物
や
町
自
体
が
な
く
な
っ
て
い
る
様

を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
毛
利
さ
ん
は
、

宮
城
の
ワ
イ
ン
産
業
を
復
活
さ
せ
、
ワ
イ

ン
の
持
つ
、
世
界
中
か
ら
人
を
呼
び
寄
せ

る
力
を
地
域
の
復
興
の
た
め
に
役
立
て
ら

れ
な
い
か
と
考
え
た
。
お
酒
に
弱
く
、
醸

造
の
経
験
も
な
く
、
そ
の
た
め
の
土
地
を

所
有
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
が
。

会
社
員
を
続
け
な
が
ら
、
ぶ
ど
う
の
木
が

育
つ
5
年
後
ぐ
ら
い
を
目
標
に
考
え
て
い

た
と
こ
ろ
、
縁
の
あ
っ
た
秋
保
で
現
在
の

土
地
を
借
り
る
き
っ
か
け
が
訪
れ
、
脱
サ

ラ
を
し
て
創
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一

昨
年
は
３
万
５
０
０
０
人
、
昨
年
は
５
万

人
と
訪
れ
る
人
は
順
調
に
増
え
て
い
る
が
、

達
成
度
と
し
て
は
最
初
に
描
い
た
事
業
計

画
の
80
％
ぐ
ら
い
と
い
う
。
し
か
し
大
切

な
の
は
収
支
だ
け
で
は
な
い
。
本
来
の
目

的
で
あ
る
、
ワ
イ
ン
に
よ
る
地
域
振
興
も

様
々
な
形
で
動
き
出
し
て
い
る
。

小
さ
な
酒
蔵
が
集
ま
る
地
域
作
り
と

「
テ
ロ
ワ
ー
ジ
ュ
」の
提
案

　

宮
城
県
の
ぶ
ど
う
生
産
量
は
全
国
で
44

位
〜
45
位
あ
た
り
。
ぶ
ど
う
の
産
地
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
。
し
か
し
担
い
手
を

育
て
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
あ
れ
ば
、
地
域
に

ワ
イ
ン
産
業
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
う
ち
で
は
担
い
手
の
育
成
も
し
て
い
ま
す

が
、
隣
に
オ
ー
プ
ン
す
る
ブ
ル
ワ
リ
ー
で

も
同
じ
こ
と
を
始
め
る
予
定
で
す
。
経
営

は
違
い
ま
す
が
連
携
を
し
て
、
秋
保
の
中

に
マ
イ
ク
ロ
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
マ
イ
ク
ロ
ブ

ル
ワ
リ
ー
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
い
う

考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
で
酒

蔵
め
ぐ
り
を
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
名

付
け
て『
秋
保
ク
ラ
フ
ト
バ
レ
ー
構
想
』。

長
期
目
標
で
す
が
、
非
常
に
楽
し
み
で
す
」。

秋
保
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
最
初
の
き
っ
か
け
を

作
っ
て
か
ら
5
年
。
県
内
に
は
す
で
に
4

軒
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
で
き
て
お
り
、
今
年

も
オ
ー
プ
ン
が
続
い
て
い
く
と
い
う
。

　

ま
た
、
ワ
イ
ン
を
き
っ
か
け
に
人
を
誘

う
手
法
も
毛
利
さ
ん
な
ら
で
は
。
そ
れ
が

秋
保
発
祥
と
な
る「
テ
ロ
ワ
ー
ジ
ュ
」。
フ

ラ
ン
ス
語
で「
気
候
風
土
と
人
と
の
営
み
」

を
表
す「
テ
ロ
ワ
ー
ル
」と「
食
と
お
酒
と

の
ペ
ア
リ
ン
グ
」を
表
す「
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
」

を
組
み
合
わ
せ
た
毛
利
さ
ん
作
の
造
語
で
、

風
土
を
感
じ
な
が
ら
そ
の
土
地
の
美
酒
と

食
材
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
が
込

め
ら
れ
た
も
の
。
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
テ

ロ
ワ
ー
ジ
ュ
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。

 

「
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
ど
こ
に
あ
っ
て
も
い
い
し
、

何
も
な
い
と
こ
ろ
に
で
き
て
も
い
い
。
ど

こ
と
連
携
し
て
も
い
い
し
、
距
離
は
関
係

な
い
。
そ
し
て
せ
っ
か
く
温
泉
地
に
あ
る

の
で
宿
と
の
連
携
も
目
指
し
て
、
い
つ
も

と
違
う
食
の
楽
し
み
方
の
提
案
も
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
元
の
食
で
復
興

を
応
援
す
る
つ
も
り
が
、
逆
に
た
く
さ
ん

の
応
援
を
受
け
て
こ
こ
ま
で
き
ま
し
た
。

そ
ろ
そ
ろ
恩
返
し
を
し
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
」と
常
に
謙
虚
な
毛
利
さ
ん
。
秋

保
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
来
年
に
は
レ
ス
ト
ラ

ン
も
ス
タ
ー
ト
。
構
想
は
ど
ん
ど
ん
膨
ら

み
、
つ
な
が
り
も
広
が
っ
て
い
く
に
違
い

な
い
。

アメリカで生まれ育ち帰国。幼少期を仙台で過ごし、
東京の建設会社を経て2014年に再び仙台へ。建築
家として設計事務所に勤務したのち仙台秋保醸造所

（秋保ワイナリー）を創業。建物は自ら設計。手にして
いるのはメルローロゼ。手前にあるのがJapan Wine 
Challenge 2019にて銅賞を獲得した「甲州シュール
リー2018」

秋保ワイナリーで
開催されたテロワ
ージュイベント風
景。ぶどう畑を背
景にまるでフラン
ス？という雰囲気

ぶ
ど
う
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
秋
保
に

畑
違
い
の
建
築
家
が
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
設
⽴

⽑も
う

利り

親ち
か

房ふ
さ

さ
ん 

秋
保
ワ
イ
ナ
リ
ー
代
表

秋
保
温
泉
を
変
え
た

仕
掛
け
人   
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築
１
６
０
年
の
古
民
家
カ
フ
ェ
か
ら

秋
保
の
食
や
楽
し
み
方
を
発
信

　

秋
保
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
並
ん
で
、
秋
保
の

立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
が
高
い

「
ア
キ
ウ
舎
」。「
築
１
６
０
年
の
古
民
家
を

改
装
し
た
カ
フ
ェ
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
ア
キ

ウ
ツ
ー
リ
ズ
ム
フ
ァ
ク
ト
リ
ー（
A
T
F
）

の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
誕
生
し
ま

し
た
」。
中
庭
を
備
え
、
地
域
の
食
材
を
目

で
も
舌
で
も
楽
し
ま
せ
る
メ
ニ
ュ
ー
の

数
々
。
一
昨
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン
。
1
年

目
に
は
3
万
人
が
訪
れ
、
続
く
2
年
目
も

前
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。　

イ
ベ
ン
ト
も
頻
繁
に
行
っ
て
お
り
、
そ
の

ひ
と
つ「
伊
達
の
テ
ロ
ワ
ー
ジ
ュ
」は
伊
達

武
将
隊
と
共
催
す
る
夜
の
イ
ベ
ン
ト
。
客

人
へ
の
心
か
ら
の
も
て
な
し
を
流
儀
と
し

た
伊
達
政
宗
公
ら
が
臨
席
す
る
中
で
、
地

元
の
食
と
ワ
イ
ン
を
味
わ
う
と
い
う
劇
中

に
い
る
よ
う
な
趣
向
だ
。
食
も
イ
ベ
ン
ト

も
、
随
所
に
遊
び
心
が
あ
ふ
れ
た
発
想
と

セ
ン
ス
に
は
脱
帽
。
秋
保
フ
ァ
ン
は
、
こ

の
店
で
間
違
い
な
く
増
え
る
は
ず
だ
。

観
光
地
と
し
て
の
成
功
が
地
域
と

し
て
の
成
功
に
結
び
付
く
よ
う
に

　

こ
の
ア
キ
ウ
舎
は
秋
保
の
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
で
も
あ
る
。
秋
保
を
発
見
す
る
旅

と
し
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
企
画
。

街
中
を
気
軽
に
巡
る
も
の
、
農
道
や
里
山

を
走
る
も
の
や
、
か
つ
て
存
在
し
た
秋
保

の
忍
者
気
分
で
歴
史
と
自
然
を
よ
り
体
感

で
き
る「
A
K
I
U 

N
I
N
J
A 

R
I
D
E
」な
ど
、
秋
保
の
街
全
体
を
使
う

だ
け
に
、
19
町
内
会
で
何
度
も
説
明
会
を

行
っ
て
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

 「
２
０
１
１
年
、
秋
保
の
観
光
振
興
の
勉
強

会
の
講
師
を
務
め
た
こ
と
か
ら
、
ま
ち
づ

く
り
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
中
断
を
経
て
、
レ
ス

ト
ラ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
、
ツ
ア
ー
、
地
域
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
の
３
つ
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」。
以
前
か
ら
陶
芸
家
な
ど
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
た
ち
が
移
住
し
て
い
た

秋
保
。
秋
保
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し

た
翌
年
の
２
０
１
６
年
頃
か
ら
は
第
２
の

波
が
訪
れ
、
カ
フ
ェ
が
増
え
始
め
た
。　

そ

の
ペ
ー
ス
は
年
に
２
〜
３
軒
。
現
在
15
軒

ほ
ど
の
カ
フ
ェ
が
あ
る
と
い
う
。　  

 「
し
か
し
店
舗
を
経
営
し
て
い
て
も
街
に
は

住
ん
で
い
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
い
い
街
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

自
治
活
動
や
、
地
域
に
お

金
が
落
ち
る
仕
組
み
を
作

る
こ
と
が
大
切
。
観
光
地

と
し
て
の
成
功
が
、
地
域

と
し
て
の
成
功
に
直
結
す

る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で

す
。
そ
し
て
地
域
自
体
を

楽
し
む
観
光
ス
タ
イ
ル
に

変
わ
っ
て
き
て
い
る
今
だ

か
ら
こ
そ
、
地
域
と
観
光

地
と
を
繋
ぐ
役
割
が
大
切
。

そ
れ
を
A
T
F
が
担
っ
て

い
る
の
で
す
」。

　

秋
保
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
も
感
じ
た
が
、
こ

の
秋
保
温
泉
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
連
携
と

い
う
こ
と
ば
が
ぴ
た
り
と
く
る
。
ア
キ
ウ

舎
で
も
自
分
の
利
益
だ
け
を
追
求
せ
ず
に
、

お
客
様
に
は
他
の
カ
フ
ェ
の
情
報
も
ど
ん

ど
ん
紹
介
し
て
い
る
と
い
う
。「
地
域
全
体

が
良
く
な
れ
ば
、
お
客
さ
ん
の
母
数
も
増

え
ま
す
。
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
い
、
地

域
が
豊
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
ま
ち
づ

く
り
の
ゴ
ー
ル
だ
か
ら
で
す
」。

プロのガイドが案内するサイクルツアー。
参加者には地域での消費をさりげなく促
す。来年からはキャニオニングのツアーも
スタートするという

見て食べて楽しいアキウ舎のメニュー　上／一皿
の中にローストやフライなど様 な々調理法により
野菜の旨みを味わえる「アキウ舎ランチ」　下左
／スパイシーなタコライスを畑に見立てた「畑の
中のアキウ舎ボウル」。ライスにはスコップです
くった「土」をかけて　下右／秋保の発展を支え
た秋保石をモチーフとしたホワイトチョコを、ハン
マーでかちっと割って食べる「秋保採石ショコラ」

伊達のテロワージュはこれまでに5回開催。現
在（2020年2月時点）は伊達武将隊ＨＰからの
申し込み。毎回趣向を変えるという凝りようで、
リピーターが多い

東北を拠点とし、食文化を中心とした豊かなまちづくりを目指し地
域をプロデュースする仙台の会社、マイティー千葉重代表でもあ
る。東日本大震災の復興応援　キリン絆プロジェクトの事務局も
担当。「秋保に小さな店舗を増やす『小商い計画』も構想中」という

観
光
地
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
に
⽋
か
せ
な
い

﹁
地
域
と
観
光
地
を
繋
ぐ
役
割
﹂
を
担
う

千ち

葉ば

⼤だ
い

貴き

さ
ん 

ア
キ
ウ
ツ
ー
リ
ズ
ム
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
代
表
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市
場
規
模
は
６
２
３
兆
円
超
へ
。 

世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る 

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

ゴ
ル
フ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど「
ス
ポ

ー
ツ
」を
趣
味
と
し
て
楽
し
む
人
は
以
前

か
ら
少
な
く
な
い
が
、
日
本
に
お
い
て
は

「
ツ
ー
リ
ズ
ム（
観
光
、
旅
行
）」と
は
別
も

の
だ
と
認
識
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
２
０

１
２
年
に（
一
社
）日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
機
構（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ａ
）が
、２
０

１
５
年
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
発
足
し
、
近
年

は
ス
ポ
ー
ツ
を
観
光
資
源
の
一
つ
だ
と
と

ら
え
、
地
域
活
性
化
に
活
か
す
動
き
が
高

ま
っ
て
い
る
。
な
ぜ
今
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
か
。
Ｊ
Ｓ

Ｔ
Ａ
会
長
・
原
田
宗
彦
さ
ん
に
伺
っ
た
。

 

「
あ
る
調
査
で
は
２
０
１
６
年
の
世
界
に

お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
は
約

１
５
３
兆
円
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
は
日
本
の

２
０
１
９
年
度
国
家
予
算
の
お
よ
そ
１
・

５
倍
に
あ
た
り
ま
す
。
２
０
２
１
年
に
は

６
２
３
兆
円
以
上
に
な
る
と
予
測
。
サ
ッ

カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
大
型
の
観
戦
型
ス

ポ
ー
ツ
が
増
え
た
他
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

は
じ
め
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
の
場
も
増
加
し

た
こ
と
か
ら
市
場
が
成
長
し
て
い
ま
す
」。

 

「
東
南
ア
ジ
ア
の
中
産
階
級
の
勃
興
も
成

長
要
因
の
一
つ
」と
原
田
さ
ん
。
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
10
カ
国
の
平
均
年
齢
は
約
29
歳
。
金

銭
的
な
ゆ
と
り
を
持
っ
た
、
若
く
元
気
な

人
々
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
観
光
を
楽
し
ん
で

い
る
の
だ
。
ま
た
、
近
年
の
観
光
ト
レ
ン

ド
は
世
界
的
に
モ
ノ
消
費
か
ら
コ
ト
消
費

へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
も
、
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
人
気
の
追
い
風
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

世
界
的
に
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
需

要
が
高
ま
る
な
か
、
日
本
市
場
は
世
界
か

ら
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
観
光

庁
が
訪
日
外
国
人
に
対
し
て
日
本
滞
在
中

に
し
た
こ
と
の
満
足
度
を
調
査
し
た
と
こ

ろ（
図
１
）、「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
」「
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」な
ど
ス
ポ
ー
ツ
に
関
連

す
る
も
の
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
ま

スポーツ
ツーリズムの

「スポーツツーリズム」
とは？
スポーツを「観る（観戦）」「する

（大会参加やアクティビティ）」、
そして「支える（ボランティアやマ
ネジメント）」人 と々の交流といっ
たスポーツ資源と、ツーリズムを
融合する取り組み。スポーツを
観光資源として活用し、国内観
光振興およびインバウンド拡大
の促進を目指す。

2011年に国が策定した「スポーツツ
ーリズム推進基本方針」を背景に、
｢スポーツで旅を楽しむ｣｢旅でスポ
ーツを楽しむ｣環境の実現に向けて
2012年に発足した同機構の代表
発起人。早稲田大学スポーツ科学
学術院教授。著書に『スポーツ都
市戦略』（学芸出版社）

お話をきいたのは

（一社）日本スポーツ
ツーリズム推進機構
会長
原田宗彦さん

可能性

2020注目の
コト消費コンテンツ

平成31年度「新しい東北」交流拡大モデル事業（普及・展開）概要より

昨年のラグビーＷ杯、今夏開催の東京2020オリンピック・パラリンピックと
日本で大型スポーツの祭典が続き、観光コンテンツとしての
スポーツの注目度が上昇中だ。近年はスポーツツーリズムに対する機運も
高まっており、各地で様 な々取り組みが始まっている。
東北３県でも、スポーツコンテンツを核にインバウンド誘客を
目指す事業が始動。同事業の取り組みをひも解きながら、
今後の国内観光におけるスポーツツーリズムの可能性を探っていく。
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た
、「
訪
日
外
国
人
が
日
本
で
経
験
し
て

み
た
い〝
す
る
〞ス
ポ
ー
ツ
」の
調
査（
図

２
）か
ら
は
、
幅
広
い
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
テ

ン
ツ
に
関
心
が
持
た
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
誘
因
と
な
り
得
る
の
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
×
観
光
で 

地
域
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

　

世
界
的
な
需
要
の
高
ま
り
以
外
に
も
、

地
域
が
ス
ポ
ー
ツ
を
観
光
資
源
に
す
る
意

義
は
あ
る
と
原
田
さ
ん
。

 

「
北
海
道
で
は
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
、
沖
縄

で
は
サ
ン
ゴ
礁
の
海
が
楽
し
め
る
。
日
本

は
世
界
に
類
の
な
い
、
素
晴
ら
し
い
自
然

を
抱
え
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
い
く
ら

き
れ
い
な
川
が
あ
っ
て
も
、
観
光
客
が
景

色
を
眺
め
る
だ
け
で
は
１
銭
に
も
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
リ
バ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

の
場
と
し
て
活
用
す
れ
ば
お
金
が
動
き
、

地
域
に
お
金
が
入
っ
て
く
る
の
で
す
。
ま

た
、
現
代
は
高
齢
化
・
少
子
化
に
よ
る
人

口
減
少
で
過
疎
化
す
る
地
域
も
増
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
考
え
方
を
変
え
れ
ば
人
は

減
る
ぶ
ん
豊
か
な
自
然
が
残
り
、
あ
り
の

ま
ま
の
自
然
環
境
を
ス
ポ
ー
ツ
の
場
に
活

用
で
き
る
。
廃
校
や
活
用
さ
れ
て
い
な
い

体
育
館
、
公
園
を
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
転
用

し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
・

少
子
化
と
い
う
社
会
課
題
の
解
決
に
ス
ポ

ー
ツ
を
役
立
て
た
ら
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
に
で
き
る
の
で
す
」。

　

地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
と
な
る
可
能
性

を
秘
め
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
。
イ
ベ

ン
ト
開
催
や
体
験
者
の
安
全
面
な
ど
受
け

入
れ
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
、
集
客
・
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
側

の
人
材
育
成
」と
い
う
課
題
は
あ
る
も
の

の
、「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
舞
台
と

し
て
地
域
に
よ
る
向
き
不
向
き
は
な
い
」

と
原
田
さ
ん
は
話
す
。

 

「
た
と
え
自
然
資
源
が
な
く
て
も
、
ス
ポ

ー
ツ
に
活
用
で
き
る
施
設
が
あ
れ
ば
い
い
。

日
本
な
ら
で
は
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
武
道

に
着
目
し
た〝
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
〞を
推

進
す
る
動
き
も
あ
り
、
山
形
県
村
山
市
の

よ
う
に〝
居
合
の
聖
地
〞と
し
て
売
り
出

す
こ
と
も
で
き
る
。
自
治
体
の
数
だ
け
や

り
よ
う
は
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ

は
人
を
集
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
爆
発

的
な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
文
化
イ
ベ
ン

ト
で
は
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
ほ
ど
人
は
集
ま
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
大
切
な
の
は
続
け
ら
れ

る
体
制
を
整
え
る
こ
と
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
高
ま
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

関
心
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
、
ポ
ス
ト
２

０
２
０
を
見
据
え
て
息
の
長
い
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
大
事
で
す
」。

登山・ハイキング・
トレッキング

ウォーキング
（散歩を含む）

スノースポーツ
（スキー・
スノーボード等）・
スノーアクティビティ
サイクリング

（ヒルクライム、
ダウンヒルを含む）

海水浴

ランニング・
ジョギング

スポーツフィッシング
（渓流釣りを含む）

スキューバ
ダイビング

マリンスポーツ
（サーフィン、SUP、
シーカヤック、
ウインドサーフィン等）
リバースポーツ

（カヌー、ラフティング、
キャニオニング等）

ゴルフ
（グラウンドゴルフ・
パークゴルフを含む）

アウトドア
クライミング

マラソン
（フルまたはハーフ
以上）

テニス

卓球

トレイルラン

トライアスロン

その他

0 30（%）

図1 訪日外国人が日本滞在中に
 したことの満足度

図2 訪日外国人が日本で経験してみたい
 「する」スポーツツーリズム

※出典：スポーツ庁「スポーツツーリズムに関する海外マーケティング
　調査報告書」（2017年10月調査）

※出典：観光庁「訪日外国人の消費動向 
　2018年  年次報告書」

日本の日常生活体験
自然体験ツアー・農漁村体験
テーマパーク
スポーツ観戦
日本の歴史・伝統文化体験
スキー・スノーボード
日本食を食べること
舞台鑑賞
映画・アニメ縁の地を訪問
自然・景勝地観光
日本のポップカルチャーを楽しむ
温泉入浴
美術館・博物館
ショッピング
四季の体感
その他スポーツ
繁華街の街歩き
日本の酒を飲むこと
旅館に宿泊
治療・検診
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エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
も
！ 

ス
ポ
ー
ツ
商
品
を
３
領
域
に
わ
け
て 

東
北
３
県
で
造
成
・
販
売

　

復
興
庁
の
支
援
の
下
、
東
北
６
県
で
は

官
民
協
働
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
フ
ッ
ク
に

し
た
復
興
・
創
生
を
目
指
す「
新
し
い
東

北
」交
流
拡
大
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
そ
し
て
平
成
31
年
度
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
福
島
県
・
宮
城
県
・
山
形
県

の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
テ
ン
ツ
で
国
外
マ
ー
ケ

ッ
ト（
韓
国
、
中
国
、
台
湾
、
タ
イ
）か
ら

の
誘
客
を
狙
う「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
テ
ン
ツ

で
東
北
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
。

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
テ
ン
ツ
を「
リ
バ
イ
バ

ル
」「
伸
張
」「
新
規
開
拓
」の
３
領
域
に
分

け
て
造
成
・
販
売
す
る
こ
と
に
。
Ｆ
Ａ
Ｍ

ツ
ア
ー
な
ど
を
通
じ
て
旅
行
者
の
反
応
を

探
り
つ
つ
、
人
気
商
品
へ
と
磨
き
上
げ
て

い
く
過
程
に
あ
る
。
同
事
業
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
向
け
で
は
あ
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
商
品
例
と
し
て
、
体
験
者
の
声

な
ど
を
参
考
に
見
て
み
よ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
で
目
指
せ
誘
客
！

既
存
＆
新
規
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

事例

➡

「新しい東北」
交流拡大

モデル事業より

福
島
県
・
宮
城
県
・
山
形
県
で
は
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
核
に
、

温
泉
や
食
な
ど
の
地
域
の
魅
力
を
組
み
合
わ
せ
た
ツ
ア
ー
を
造
成
・
販
売
す
る
事
業
を
展
開
。

同
事
業
が
扱
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
テ
ン
ツ
に
焦
点
を
当
て
、
商
品
造
成
の
背
景
や
特
徴
を
見
て
い
き
た
い
。

福島県、宮城県のゴルフ場を
訪れるツアーを造成・販売。
設備のよさの他、景色の美し
さを喜ぶ声も多かった

新緑や紅葉など季節ごとの
自然風景が楽しめるツアー
を福島県、宮城県、山形県
を舞台に造成・販売

ゴルフ
東北では以前は多くの外国人観光客が
訪れていたが、東日本大震災以降は風評
被害などにより減少。人気復活に向け、
FAMツアーで海外マスコミを招致するな
ど外国向けプロモーションを強化。

トレッキング
韓国では「オルレ」と呼ばれるトレッキン
グコースが整備されて自然散策がブーム
に。日本の四季ごとの風景が体感でき
るトレッキングは、韓国に限らず外国人
からの人気が高いコンテンツだ。

リバイバル領域
以前は多くの外国人客を
受け入れていたコンテンツ

（ゴルフ）の復活を目指す。

伸張領域
海外でブームになっており、
今後の人気拡大が
見込めるコンテンツ。

「台湾のゴルフ場よりよい」「値段が安く、
この価格なら何回も来たい」
（台湾、モニター）
「レイアウトがよく、非常に素晴らしい眺
め」 （タイ、FAMツアー参加者）

体験者の声

「景色が絵のようできれい、空気も澄んで
いて気持ちがよかった、ありのままの日
本を知る機会だったと思う」
（中国、モニター）
「自然の風景がすごく美しい。神秘的な
沼の色は心を惹きつけた。雪のある湖の
周りを歩くと心身ともにヒーリングにな
る、すごく楽しい時間でした」
 （韓国、モニター）

体験者の声

Sports Tourism

26　March  2020



運転方法や注意点のレクチャ
ー後、自ら運転可能。体験料
は約30分3800円～、バック
カントリースノー体験のプロ
グラムでも乗車体験ができる

単体の体験料は1台1
時間3万円で、一度に3
名まで乗車可能。コー
ス1周は数分なので1時
間内に乗客を入れ替え
ながら体験でき、団体
客にも対応

福島県「鷲倉温泉高原旅館」の裏山
で体験するプログラム「ホワイトフィ
ールド」。1日体験コースは昼食、温
泉入浴付きで1万8000円で販売

SUP
ボードに立ちパドルを漕いで水上を
進む「SUP」は近年、各国に浸透。
福島県にある猪苗代湖を舞台に、
景色のよさを楽しめるSUP体験を
組み込んだツアーを造成した。

スノーモービル
バックカントリースノー体験と同様、「鷲倉温泉高原旅館」の立地を活か
して新規造成したコンテンツ。冬季閉鎖になる県道と宿の裏山を爽快
に走る、スノーモービルの運転体験ができる。

バックカントリー
スノー体験
温泉宿の裏山を活用した雪山体験ア
クティビティプログラムを新規造成。
整備されていない雪山を滑るバックカ
ントリースキー同様、ワイルドな環境
で自然を体感できる。スノーシュー、
そり、雪板などをガイドと共に体験。

ドリフトタクシー
エクストリームスポーツとしての「ドリフ
ト走行」は日本発祥とされる。その発
祥地であり「ドリフトの聖地」として世
界に名を馳せる「エビスサーキット」が
福島県にあるため、今回のツアーコン
テンツに。世界トップドライバーが運
転する車でドリフト体験ができる。

取材メモ 記事制作時期には当事業のモニターツアーが未実施だっ
たため現地取材へ。きれいに整備されたスキー場とは違
った、自然そのままの環境を冒険するエクストリームスポ
ーツとして可能性を感じた。

新規開拓領域
経験者・ニーズは低いが
話題性・独自性が高く、
新たに売り出したいコンテンツ。

「この場所でのみ行うこと
ができる特別な体験、印
象深かった」 （韓国、FAM
ツアー参加者）

「初めての体験。非常に
刺激的でスリル満点」
（中国、モニター）

「素晴らしい景色とSUP体験を
することができた。（スタッフのお
かげで）安心して体験を楽しめた」
（韓国、FAMツアー参加者）
「若者の関心を刺激する素晴らし
い経験」 （中国、FAMツアー参加者）

体験者の声

体験者の声
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サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
技
量
や 

地
域
の
独
自
性
が
カ
ギ
に

　

福
島
県
・
宮
城
県
・
山
形
県
を
舞
台
に

し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
ツ
ア
ー
商
品
の

造
成
・
販
売
を
目
指
す「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン

テ
ン
ツ
で
東
北
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
者
や
宿
、
飲
食
店

と
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
団
体
向
け

ツ
ア
ー
を
海
外
旅
行
代
理
店
に
つ
な
ぐ
ラ

ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
同
事
業
で
福
島
県
の
ス
ポ
ー

ツ
事
業
者
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る

の
が
、
こ
れ
ま
で
多
数
の
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
て
き
た
㈲
エ
ム
・

テ
ィ
の
平
さ
ん
。
福
島
県
内
の
ス
ポ
ー
ツ

事
業
者
と
の
つ
な
が
り
も
深
く
、
前
出
の

ド
リ
フ
ト
の
聖
地「
エ
ビ
ス
サ
ー
キ

ッ
ト
」や
Ｓ
Ｕ
Ｐ
の
事
業
者
と
の
連

携
を
調
整
し
た
の
も
彼
だ
。
平
さ
ん

の
運
営
会
社
自
体
も
、
バ
ッ
ク
カ
ン

ト
リ
ー
ス
ノ
ー
体
験
や
ス
ノ
ー
モ
ー

ビ
ル
体
験
を
新
規
に
造
成
し
、
販
売

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

 

「
今
回
、
東
北
３
県
で
春
夏
秋
冬
に

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
テ
ン
ツ
を

用
意
す
る
こ
と
に
。
み
ん
な
冬
＝
ス

キ
ー
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
バ
ッ

ク
カ
ン
ト
リ
ー
の
体
験
を
提
案
し
て

商
品
化
し
ま
し
た
。
通
常
、
整
備
さ

れ
て
い
な
い
雪
深
い
山
は
訪
れ
る
だ

け
で
も
大
変
で
す
が
、
標
高
１
２
３

　東北には雄大な自然があり、スポーツ施設
も豊富。もともとある東北の資源を活かせる
策としてスポーツツーリズムに着目したのが
当事業の始まりです。事業を通じて感じたの
は「スポーツツーリズムは東北に向いている」
ということ。スポーツの場があちこちにある
ため、東北の魅力を感じる食や温泉と組み合
わせたツアーが造りやすいことが理由の一
つ。また、「東北」は「ナショナルジオグラフィ
ック」が選ぶ2020年版の世界で訪れるべき
旅先「Best Trips」の冒険部門に選ばれ、「未

知のトラベルワンダーランド」と評価されまし
た。海外の方にとって東北は独特の文化が
残る未知の世界であり、ワクワク感を訴求す
るアドベンチャー体験、スポーツ体験の場と
してふさわしいと言えるでしょう。
　現地に視察に訪れた際は、地域事業者の
方の強い意気込みが伝わりました。福島県
の平さんは今回を機に旅行業の免許も取得
され、地域の方と連携して事業にあたってい
ます。熱意のある方が熱意のある方を呼び、
地域に元気な方がいると事業の進展も違う
と感じています。本事業を含む「新しい東北」
交流拡大モデル事業は平成28年度より始ま
り、これまでの取り組みも功を奏して東北6
県のインバウンドは震災前の2.5倍になりま
した。本事業もスポーツツーリズムのモデル
事業としてトライ＆エラーと成功体験を積み
重ねながら、東北復興・創生の足掛かりにな
ることを願っています。

今回、スポーツツーリズム事例として取り上げた事業を支援する復興庁の担当者の方に、
現状の手応えや東北復興を目指す事業への想いをインタビュー。

平さんは今回の事業を機に旅行業務事業登
録会社も立ち上げ、ツアー商品の販売を始動
した。後藤さんは宿の冬季休業期間にスノー
モービルインストラクターとしても活躍してお
り、今回の事業に参加

右／㈲エム・ティ 
代表取締役　平 学さん、
左／鷲倉温泉高原旅館 
取締役　後藤淳志さん

東北ならではの魅力を活かせる
スポーツツーリズムで復興・創生を

復興庁  企画官  三重野真代さん、
主査  古谷俊英さん

動
き
出
し
た
こ
と
で
見
え
た
成
果
や
課
題
…
、

継
続
・
発
展
に
向
け
て
必
要
な
こ
と
と
は
？

事例

➡

「新しい東北」
交流拡大

モデル事業より

Ｐ
26
・
27
で
紹
介
し
た
よ
う
な
既
存
・
新
規
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
組
み
合
わ
せ
た

ツ
ア
ー
商
品
の
造
成
・
販
売
を
進
め
て
い
る
東
北
３
県
。
実
際
に
商
品
造
成
な
ど
に
取
り
組
ん
だ

地
域
事
業
者
の
声
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
う
え
で
の
課
題
や
成
果
を
探
っ
た
。

Sports Tourism
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０
ｍ
の
鷲
倉
温
泉
高
原
旅
館
を
ベ
ー
ス
に

し
て
、
そ
の
裏
山
を
活
用
す
れ
ば
楽
に
雪

山
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
」。

　

そ
し
て
以
前
か
ら
親
交
が
あ
っ
た
同
宿

の
若
旦
那
・
後
藤
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、

雪
深
い
裏
山
に
ス
ノ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
の
価
値
を
持
た
せ

た
。
商
品
化
が
実
現
で
き
た
の
は
、
ガ
イ

ド
役
の
平
さ
ん
や
後
藤
さ
ん
の
ス
ノ
ー
ス

ポ
ー
ツ
経
験
が
豊
富
で
、
体
験
フ
ィ
ー
ル

ド
に
し
た
裏
山
の
地
形
、
雪
崩
な
ど
の
知

識
が
あ
っ
た
点
も
重
要
な
要
因
だ
。

 

「
自
然
の
な
か
で
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
テ
ン
ツ

を
提
供
す
る
に
は
、
ガ
イ
ド
の
知
識
・
経

験
値
が
な
い
と
難
し
い
で
し
ょ
う
。
風
向

き
や
天
気
に
応
じ
た
コ
ー
ス
設
定
な
ど
天

候
に
も
左
右
さ
れ
ま
す
し
、
楽
し
ま
せ
る

側
の
判
断
力
や
リ
カ
バ
リ
ー
力
が
問
わ
れ

て
く
る
と
思
い
ま
す
」。

　

本
事
業
で
ツ
ア
ー
を
造
成
す
る
に
あ
た

り
、
平
さ
ん
は
福
島
県
の
宿
や
飲
食
店
も

調
整
。
夕
食
場
所
に
設
定
し
た
居
酒
屋
は

地
酒
や
郷
土
料
理
は
も
ち
ろ
ん
、
店
員
や

地
元
の
人
と
の
交
流
も
外
国
人
ツ
ア
ー
参

加
者
か
ら
好
評
だ
っ
た
と
い
う
。

 

「
ゴ
ル
フ
な
ど
他
地
域
に
も
あ
る
コ
ン
テ

ン
ツ
の
場
合
、
食
や
宿
の
組
み
合
わ
せ
で

地
域
色
や
独
自
性
を
打
ち
出
す
こ
と
も
大

事
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
と
は
い
え
ス
ポ

ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
自
体
は
福
島
県
に
ぴ
っ

た
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
磐
梯
町
の
ア

ル
ツ
磐
梯
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
世
界
大
会
の

開
催
地
で
あ
り
、
南
相
馬
の
海
岸
は
サ
ー

フ
ィ
ン
の
世
界
選
手
権
会
場
に
な
っ
た
実

績
が
あ
る
。
ド
リ
フ
ト
の
聖
地
・
エ
ビ
ス

サ
ー
キ
ッ
ト
や
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種

目
に
な
っ
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
ス
ラ
ッ

ク
ラ
イ
ン
が
で
き
る
屋
内
施
設
も
あ
る
。

福
島
県
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
、
エ
ク

ス
ト
リ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
に
恵
ま
れ
た
県
な

ん
で
す
よ
。
サ
ー
フ
ィ
ン
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
、ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の〝
３
Ｓ
〞が
１
日

で
楽
し
め
る
県
は
そ
う
は
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
も
ス
パ（
温
泉
）、
サ
ケ（
地
酒
）も

あ
り
、泊
ま
っ
て〝
５
Ｓ
〞が
満
喫
で
き
ま

す（
笑
）」。

　

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
継
続
・
発
展

を
目
指
す
平
さ
ん
は
、
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ

ン
に
向
け
た
新
規
商
品
も
企
画
中
だ
そ
う
。

こ
う
し
た
意
欲
あ
る
地
域
事
業
者
に
支
え

ら
れ
、
本
事
業
の
ツ
ア
ー
は
販
売
目
標
値

の
５
０
０
人
泊
を
大
き
く
上
回
り
、
約
半

年
間
で
２
０
１
７
人
泊
を
販
売
し
て
い
る

（
１
月
28
日
時
点
）。
動
き
出
し
た
こ
と
で

見
え
て
き
た
課
題
も
あ
る
が
、
順
調
な
滑

り
出
し
と
言
え
そ
う
だ
。

取り組んだからこそわかった
スポーツツーリズム推進に
必要なことや課題は？

鷲倉温泉の雪山体験の後は、
宿で温泉入浴ができるアクテ
ィビティプログラムに仕上げ
て魅力をプラスしている

独自性を打ち出し差別化を
　全国各地にあるスポーツコンテンツの中から選ばれ、リピータ
ーになってもらうには特徴が必要。スポーツコンテンツ自体だけ
でなく、ガイド内容などのサービス、食と組み合わせたツアーパッ
ケージ化などで独自性を出して「ここで体験したい、もう一度来た
い」と思われる仕立てにしたい。

スケートボード、スポーツクラ
イミング、スラックラインが体
験できる屋内複合施設「スカ
イピアあだたら アクティブ パ
ーク」（福島県二本松市）は悪
天候でも遊べる

天候による影響が大きい
　本事業期間の2019年は台風19号が襲来し、被害状況を伝え
聞いた外国人ツアー参加者からの問い合わせやキャンセルが発
生。また想定外の雪不足によりスノーアクティビティの販売スタ
ートも遅れた。しかし無理に催行しても危険を招いたり満足度低
下につながる。キャンセルの対応や、荒天でも案内可能な代替案
の用意などの準備も求められるだろう。

平さんの運営会社が販売す
る商品の他、今後は福島県内
の他事業者のスポーツコンテ
ンツの情報も掲載していく。
多言語化したインバウンド向
け翻訳サイトも準備中

販売・プロモーション体制の整備
　どんなに素晴らしいスポーツコンテンツがあっても、認知されず、
販売手段もなければ旅行者を呼ぶことができない。今回の事業
では、情報波及力を狙って旅行会社やインフルエンサーを招致し
たFITツアーを開催した他、自社ウェブサイトでの販売もスタート
させた。海外向け商品の場合はランドオペレーターの力も大切。
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ク
ニ
ュ
ー
ス
や
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
、

様
々
な
も
の
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
。

そ
の
中
に
お
い
て
も
安
全
性
は

高
い
の
で
す
か
？

　

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
は
「
コ

ン
セ
ン
サ
ス
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
」

と
い
う
、
合
意
形
成
す
る
た
め

の
仕
組
み
を
独
自
に
開
発
し
た

こ
と
で
情
報
の
正
し
さ
を
証
明

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

会
議
な
ど
み
ん
な
で
集
ま
り
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
取
ろ
う
と
す
る
、
あ
れ
と
同
じ
事
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
同
士
で
行
う
の
で
す
。
例

え
ば
、
代
表
的
な
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の

構
造
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う
デ
ー
タ
の
塊

を
繋
げ
て
鎖
状
に
し
て
い
っ
た
も
の
。
そ

の
デ
ー
タ
の
作
り
方
に
一
定
の
ル
ー
ル
が

設
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
り
ウ
ィ
ル

ス
や
違
法
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
、
間
違
っ
た
情

報
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
ま
す
。
そ
の
ル

ー
ル
通
り
に
デ
ー
タ
が
作
ら
れ
て
い
る
か

誰
で
も
検
証
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
正
し
い
ル
ー
ル
で
作
ら

れ
た
デ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、

そ
の
デ
ー
タ
自
体
が
正
し
い
と
わ
か
る
の

で
す
。
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
で
表
現
し
づ
ら
い

の
で
す
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
は
「
み
ん
な
が
見

て
い
る
前
で
文
字
を
刻
ま
れ
た
大
理
石
の

板
」を
想
像
し
て
も
ら
う
と
わ
か
り
や
す

い
か
と
思
い
ま
す
。
透
明
性
、
公
共
性
が

あ
り
、
改
ざ
ん
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
は
、

そ
も
そ
も
何
な
の
か
？

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
第
３
次
産
業
革
命
に
続
き
、
Ａ
Ｉ
、

ド
ロ
ー
ン
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
そ
し
て
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
が
登
場
し
た
現
在
は
第

4
次
産
業
革
命
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
も
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
り
メ
ー
ル

や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
情
報
の
や
り
取
り
は
進

歩
し
て
い
ま
す
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

の
登
場
に
よ
る
一
番
大
き
な
違
い
は
「
デ

ジ
タ
ル
空
間
で
資
産
（
価
値
）を
扱
え
る

よ
う
に
な
っ
た
」と
い
う
こ
と
で
す
。
価

値
に
は
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
が
で
き
な
い

こ
と
が
大
事
。
大
量
に
複
製
で
き
て
し
ま

え
ば
価
値
は
な
い
に
等
し
く
な
る
。
ブ
ロ

ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
は
技
術
的
な
特
性
に
よ
り

改
ざ
ん
す
る
こ
と
が
難
し
い
シ
ス
テ
ム
で
、

こ
れ
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
で
も
希
少

性
を
担
保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

―
―
デ
ジ
タ
ル
は
便
利
で
す
が
、
フ
ェ
イ

態
に
な
り
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
と
の
関
連
性
は
？

―
―
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
＝
ビ
ッ
ト
コ
イ

ン
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
が
登
場
し
て
か
ら

11
年
が
経
ち
ま
す
。
あ
る
論
文
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
後
に
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
名

付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
最
初
の
ブ
ロ
ッ

ク（
デ
ー
タ
の
塊
）が
２
０
０
９
年
１
月
３

日
に
生
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
論
文
が
、

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て

の
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
と
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
例
え

る
な
ら
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
は
O
S
、
ビ
ッ

ト
コ
イ
ン
は
ア
プ
リ
と
い
う
位
置
付
け
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
最
初
の
ブ
ロ
ッ
ク
が

で
き
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
シ
ス
テ

ム
ダ
ウ
ン
が
起
き
て
い
な
い
。
そ
れ
も
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
特
徴
の
一
つ
で
す
。

イラスト／畦原雄治　取材協力／FLOCブロックチェーン大学校（東京都千代田区）

FLOCブロックチェーン
大学校  講師
赤澤直樹さん

ブロックチェーン分野におけるプロフェッショナルの育
成と輩出を目的とした「FLOCブロックチェーン大学校」
で、入門から専門講座まで様々なスクールを受け持つ
人気講師。国内外の最新情報を分析した各種執筆や
寄稿、また中上級者向けの新規教育コンテンツ制作も
多数。執筆協力に『Pythonで動かして学ぶ！ あたらし
いブロックチェーンの教科書』（翔泳社）。

知りたかったあのキーワードを詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS

IT業界を中心とした技術開発は目まぐるしく発展し、裾野の広い
観光業界においては、常に情報にアンテナを張らなければならない。
しかし有益な情報だけをキャッチするのが難しいのも事実。
そこで今号より、“詳細はよくわからないが名前だけは知っている。
でも恥ずかしくて今さら聞けない”レベルのワードをピックアップ。
じゃらんリサーチセンター流に解説、そして観光業界への影響を考察していこう。

ブロックチェーン

新連載

1

「ブロックチェーンにより航空券を販売」、「ブロックチェーン都市宣言」など、
最近耳にする機会が多い「ブロックチェーン」。しかし航空券のインターネット販売は
これまでも行われている。今までとは一体何が異なるのか？

都市伝説のような誕生エピソード

2008年の10月末、暗号学の研究者たち
で作っているメーリングリストに「サトシ・ナ
カモト（Satoshi Nakamoto）」と名乗る人
物から「ビットコインの暗号通貨を作るコ
ンセプト」についての論文が突然共有され
た。英語で書かれ、枚数にしてわずか9枚。
いぶかしむ声も多い中、何人かの研究者
がその可能性を信じて取り組み、年が明
けて2009年1月3日、最初のブロックが誕
生することになった。サトシ・ナカモトは日
本人なのか、ひとりなのか、あえていうな
ら人間なのかどうかも現在に至るまでわか
っていない。しかしファンタジー色の強い
エピソードにロマンを感じてブロックチェー
ンを応援している人は多いという。
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論
上
あ
り
得
な
い
の
で
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
登
場
で

何
が
変
わ
る
？

―
―
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
は
12
年
目
に
入

っ
た
わ
け
で
す
が
、
一
般
的
に
は
ど
の
程

度
、
浸
透
し
て
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　

最
近
は
Ａ
Ｉ
が
フ
ィ
ー
バ
ー
し
て
い
ま

す
が
、
実
は
今
は
第
３
次
人
工
知
能
ブ
ー

ム
で
、
技
術
そ
の
も
の
は
昔
か
ら
あ
る
も

の
で
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
も
登
場
し
て
も
う
す
ぐ

30
年
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
は
11
年
の
割
に
浸
透
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
今

後
普
及
し
て
い
く
と
し
て
も
、
一
般
の
ユ

ー
ザ
ー
は
、
シ
ス
テ
ム
に
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ

ー
ン
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意

識
す
る
こ
と
な
く
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
本
誌
の
読
者
が
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

を
使
う
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
使
い
道

が
考
え
ら
れ
ま
す
か
？

　

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
は
公
共
性
、
透
明

性
が
高
い
の
で
、
仲
介
業
者
を
挟
ま
ず
に

ユ
ー
ザ
ー
同
士
が
や
り
取
り
を
す
る
仕
組

み
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
、

民
泊
な
ど
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

の
利
用
が
便
利
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
口

コ
ミ
な
ど
も
★
の
数
だ
け
で
は
な
く
、
実

際
の
使
わ
れ
方
な
ど
も
時
系
列
に
見
ら
れ

る
な
ど
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
情
報
が

手
に
入
る
こ
と
で
、
評
価
が
し
や
す
く
な

っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
透

明
性
に
よ
り
動
き
を
追
跡
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
、
寄
付
、
選
挙
、
N
P
O
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
に
も

適
し
て
い
ま
す
。
選
挙
の
場
合
は
、

投
票
だ
け
で
は
な
く
、
投
票
し
た

候
補
者
が
何
を
し
て
ど
の
よ
う
な

成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
か

と
い
う
こ
と
ま
で
追
跡
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

―
―
観
光
と
い
う
面
で
は
ど
う
で

す
か
？

　

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
は
、
A
I

の
よ
う
に
そ
の
技
術
だ
け
で
価
値

を
生
む
と
い
う
よ
り
は
、
競
合
も
含
め
て
、

み
ん
な
で
デ
ー
タ
を
共
有
し
監
視
す
る
と

い
う
公
共
性
の
側
面
が
強
い
シ
ス
テ
ム
。

な
の
で
、
特
定
の
人
が
恩
恵
を
授
か
る
と

い
う
こ
と
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
と

し
て
発
展
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
は
相

性
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
観
光
地

で
使
え
る
ア
プ
リ
を
作
り
、
ユ
ー
ザ
ー
の

許
可
が
取
れ
れ
ば
周
遊
や
お
金
の
使
い
方

な
ど
の
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
で
は
、
デ
ー
タ

の
所
有
権
は
そ
の
ユ
ー
ザ
ー
本
人
と
な
り
、

見
せ
た
く
な
い
デ
ー
タ
は
避
け
る
こ
と
が

可
能
。
反
対
に
見
せ
た
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
、

観
光
地
で
自
分
に
最
適
化
さ
れ
た
情
報
を

提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
大

日
本
印
刷
と
J
T
B
が
実
証
実
験
で
取
り

組
ん
で
い
た
、
観
光
分
野
に
お
け
る
情
報

銀
行
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
仕
組

み
と
相
性
の
い
い
サ
ー
ビ
ス
は
今
後
増
え

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
は
、

ど
こ
に
あ
る
？

―
―
一
度
も
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン
が
起
き
て

い
な
い
と
い
う
の
は
す
ご
い
で
す
が
、
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の

で
す
か
？

　

と
て
も
い
い
質
問
で
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
は
別
名
「
分
散
台
帳
技
術
」と
言

っ
て
、
ど
こ
か
1
カ
所
で
は
な
く
、
み
ん

な
で
管
理
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
例

え
ばTw

itter

やFacebook

は
そ
れ
ぞ

れ
の
会
社
が
メ
イ
ン
と
な
る
マ
シ
ン
を
持

っ
て
い
て
、
そ
れ
が
動
い
て
い
れ
ば
サ
ー

ビ
ス
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し

ア
ク
セ
ス
が
集
中
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る

〝
サ
ー
バ
ー
が
落
ち
る
〞と
い
う
状
態
が

起
こ
り
ま
す
。
そ
れ
は
一
つ
の
会
社
が
持

っ
て
い
る
マ
シ
ン
が
命
綱
だ
か
ら
で
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
は
、
た
く
さ
ん
の
マ

シ
ン
が
連
携
し
合
い
な
が
ら
デ
ー
タ
を
融

通
し
あ
っ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
。
た
く
さ
ん

散
ら
ば
っ
た
マ
シ
ン
同
士
が
、
作
っ
た
デ

ー
タ
を
お
互
い
に
検
証
し
合
い
な
が
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
い
と
い
う

人
に
よ
っ
て
、
み
ん
な
が
持
ち
寄
っ
た
デ

ー
タ
を
伝
言
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
や
り
取
り

し
て
い
る
。
だ
か
ら
ど
こ
か
の
マ
シ
ン
が

ダ
メ
に
な
っ
て
も
他
の
人
か
ら
デ
ー
タ
を

受
け
取
れ
ば
立
て
直
す
こ
と
が
で
き
、
シ

ス
テ
ム
全
体
が
落
ち
る
と
い
う
こ
と
が
理

ブロックチェーン構造イメージ図

ビットコインの場合、１つのブロックに書き込めるデータ量は１ＭＢ。平均約10分
の作業時間で新しいブロックを後ろに繋げていく。このシステムは「ノード」と呼ば
れる人 （々マシン）により、送られた情報が正しいかどうかを検証されることで支え
られている

□別名「分散台帳技術」。複数のコン
ピュータで検証し管理するため、改
ざんしにくく安全性の高いシステム。

□デジタル空間で資産（価値）を扱うこ
とができる。

□スタートして11年間、一度もシステ
ムダウンしていない。

□公共性、透明性も高いため、観光
や地域おこしと好相性。

ブロックチェーンを
まとめると

31 March  2020　



同
じ
魚
は
二
度
と
な
い
か
ら

魚
を
紹
介
す
る
の
は
面
白
い

　

世
界
的
グ
ル
メ
ガ
イ
ド
の
三
ツ
星
寿

司
店
を
筆
頭
に
、国
内
で
約
１
５
０
、海

外
で
約
30
店
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
取
引
が

あ
る
、
業
界
で
は
知
ら
な
い
者
の
な
い

魚
の
プ
ロ
。
し
か
し
、
訪
れ
て
み
た
前

田
氏
の
店
、『
サ
ス
エ
前
田
魚
店
』
は
大

き
い
と
は
い
え
あ
く
ま
で
庶
民
的
な

「
町
の
魚
屋
さ
ん
」
だ
。

 

「
先
代
ま
で
は
ご
く
普
通
の
、
一
般
の

お
客
さ
ん
向
け
の
小
売
店
で
し
た
し
、

レ
ス
ト
ラ
ン
と
の
取
引
が
増
え
た
の
も

こ
こ
10
年
の
こ
と
。
た
だ
そ
れ
ま
で
も
、

い
か
に
手
を
か
け
て
美
味
し
く
、
使
い

や
す
く
し
て
売
る
か
と
い
う
こ
と
は
大

切
に
し
て
い
ま
し
た
」

　

他
の
魚
屋
と
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば

「
と
に
か
く
魚
が
好
き
な
こ
と
」だ
と
い

う
。
小
学
生
の
頃
か
ら
長
期
休
み
の
間

は
店
を
手
伝
い
、
高
校
時
代
は
毎
朝
登

校
前
に
市
場
に
行
っ
て
は
セ
リ
の
様
子

を
メ
モ
し
て
帰
っ
た
。「
夜
は
そ
の
結
果

を
親
父
に
報
告
し
て
初
め
て
夕
飯
に
あ

り
つ
け
た
。
魚
屋
版
『
巨
人
の
星
』
で

す
よ
！
（
笑
）」
そ
れ
で
も
飽
き
る
こ
と

が
な
か
っ
た
の
は
、「
自
分
が
気
に
入
っ

た
魚
を
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
う
こ
と

が
嬉
し
い
」
か
ら
だ
。

価値と感動を生み出す人に
インタビュー

地方都市の「町の魚屋」から、世界で注目される存在に——
地域にしかなかったライブ感が、三ツ星シェフに認められ、世界へ羽ばたくまでの物語。

獲
っ
て
か
ら
美
味
し
く
食
べ
る
ま
で

首
尾
一
貫
で
伝
え
る
の
が
魚
屋
。

専
門
性
を
信
じ
て
続
け
て
い
れ
ば
、

地
方
に
だ
っ
て
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

写真／佐藤兼永

地
域
で
磨
か
れ
た
感
性
と
技
術
で

三
ツ
星
店
を
魅
了
す
る「
魚
屋
」の
プ
ロ

50

株
式
会
社
サ
ス
エ
前
田
魚
店  

５
代
目
店
主

前
田
尚
毅

N
aoki M

aeda
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「
魚
っ
て
、あ
ら
ゆ
る
食
の
中
で
最
も
天

然
の
も
の
が
多
い
。
い
わ
ば
自
然
が
作

り
上
げ
た
ア
ー
ト
で
す
。
だ
か
ら
一
期

一
会
で
同
じ
魚
は
二
度
と
な
い
。
そ
こ

が
面
白
い
ん
で
す
」

　

た
と
え
ば
市
場
で
年
配
の
漁
師
さ
ん

の
荷
降
ろ
し
を
手
伝
っ
て
い
る
と
、「
こ

の
魚
は
こ
う
や
っ
て
獲
っ
て
き
た
ん

だ
」と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
も
あ
る
。店

で
売
る
と
き
に
は
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
か

ら
紹
介
し
、
美
味
し
い
食
べ
方
を
伝
え

る
。
そ
う
し
た
「
首
尾
一
貫
」
こ
そ
が
、

前
田
氏
の
考
え
る
魚
屋
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
だ
。

現
場
だ
か
ら
こ
そ
の
感
覚
が

三
ツ
星
シ
ェ
フ
に
響
い
た

　

レ
ス
ト
ラ
ン
と
組
ん
で
人
を
呼
ぼ
う

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
静
岡

の
天
ぷ
ら
店
『
成
生
』
と
の
交
流
が
き

っ
か
け
だ
。

 

「
当
時
ち
ょ
う
ど
世
界
的
グ
ル
メ
ガ
イ

ド
の
東
京
版
が
出
た
頃
で
、店
主
が『
こ

う
や
っ
て
静
岡
に
も
人
を
呼
び
た
い
』

と
言
う
ん
で
す
よ
。自
分
は
ず
っ
と『
静

岡
は
東
京
と
は
違
う
か
ら
』
と
言
っ
て

い
た
ん
で
す
が
、
一
度
は
と
思
っ
て
築

地
を
見
に
行
っ
た
ん
で
す
」

　

生
ま
れ
て
初
め
て
訪
れ
た
築
地
。
そ

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
や
行
き
交
う
人

や
モ
ノ
の
数
に
は
圧
倒
さ
れ
た
。
し
か

し
、
魚
の
獲
れ
る
現
場
を
見
慣
れ
た
前

田
氏
は
、
き
れ
い
に
箱
に
収
め
ら
れ
た

魚
に
生
命
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。「
自
分
が
い
つ
も
見
て
い
る
魚

っ
て
、
港
に
船
が
入
っ
て
く
る
、
そ
れ

を
鳥
が
追
い
か
け
て
く
る
、
猫
が
小
魚

を
盗
ん
で
逃
げ
る
、
カ
モ
メ
が
獲
物
を

争
っ
て
喧
嘩
を
始
め
る
…
…
そ
ん
な
風

景
の
中
に
あ
る
も
の
な
ん
で
す
」

　

そ
ん
な
現
場
な
ら
で
は
の
感
性
を
見

逃
さ
ず
声
を
か
け
て
き
た
の
が
、
後
の

三
ツ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
『
鮨
よ
し
た
け
』

の
主
人
。
こ
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に

前
田
氏
は
、
料
理
人
と
組
ん
で
「
グ
ル

メ
ガ
イ
ド
で
の
星
の
獲
得
」
を
目
指
す

よ
う
に
な
る
。

 

「
静
岡
で
そ
れ
を
や
ろ
う
と
し
て
も
、

最
初
は
み
ん
な
に
指
を
さ
さ
れ
て
笑
わ

『サスエ』の屋号を名乗って60年だが創業は
明治時代。「獲るプロである漁師に対して、獲
ってからのプロ」として、温度管理や提供法に
は徹底してこだわり、地元では「他店で10年
修業するよりサスエで1年学ぶほうが内容が
濃い」との呼び声も高い。魚が店に届くまで
のストーリーから伝えるため、メイン売り場は
対面式。焼津ならではのミナミマグロから季
節の小魚まで常時約40種類を扱い、地元住
民には欠かせない店となっている。

原点は地元で愛されること。
明治から続く『サスエ前田魚店』

れ
ま
し
た
け
ど
ね
。
そ
れ
で
も
や
っ
て

こ
ら
れ
た
の
は
、『
成
生
』
と
い
う
仲
間

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」

専
門
性
を
磨
き
、

信
じ
て
続
け
る
こ
と

　

料
理
人
が
魚
を
仕
入
れ
る
と
い
え
ば
、

市
場
、
あ
る
い
は
漁
港
か
ら
の
産
地
直

送
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
な
か
で
、「
魚

屋
」
が
介
在
す
る
意
味
を
、
前
田
氏
は

報
道
番
組
に
例
え
る
。「
現
場
で
撮
影
さ

れ
た
映
像
を
そ
の
ま
ま
流
す
よ
り
、
一

度
集
め
て
整
理
す
る
こ
と
で
伝
わ
り
や

す
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
を
や
る
の

が
魚
屋
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

一
流
の
料
理
人
に
魚
を
提
供
す
る
中

で
、
よ
り
美
味
し
く
、
使
い
や
す
く
す

る
技
も
磨
か
れ
た
。
そ
の
一
つ
で
あ
る

「
脱
水（
魚
の
水
分
を
適
度
に
抜
い
て
鮮

度
を
保
つ
技
術
）」
は
、今
や
前
田
氏
の

仕
事
の
代
名
詞
。
最
近
で
は
、
海
外
か

ら
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
で
店
を
訪

ね
て
く
る
人
さ
え
い
る
。

　

そ
ん
な
今
で
も
「
支
え
て
く
れ
て
い

る
の
は
小
売
り
の
お
客
さ
ん
」
と
思
っ

て
い
る
。「
店
に
来
た
子
供
さ
ん
が
、『
美

味
し
そ
う
』『
あ
れ
が
食
べ
た
い
』
と
言

っ
て
い
る
様
子
を
見
る
の
が
大
好
き
な

ん
で
す
よ
」

ー
結
局
、「
気
に
入
っ
た

魚
を
、
美
味
し
く
食
べ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
原
点
は
同
じ
な
の
だ
。

 

「
自
分
も
そ
う
で
し
た
が
、
地
方
っ
て

『
ど
う
せ
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
人
は
来

な
い
』
っ
て
諦
め
て
し
ま
い
が
ち
で
す

よ
ね
。
で
も
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
大

切
な
の
は
、
自
分
た
ち
の
仕
事
を
信
じ

て
続
け
る
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
」

1974年静岡県生まれ。幼少期から『サスエ前田魚店』の
仕事を手伝いながら育ち、5代目店主に。好きな魚はカツ
オ。「理由は、足が早く、扱い方で香りや風味が変わる、魚
屋として最高に挑戦しがいのある魚だからです」

刺身から1尾の大物までさまざまな魚が並び、選ぶ
のが楽しくなるような対面販売コーナー。1日で
1000～1500点が売れるという

33 March  2020　 　
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げんべい一色店
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少
し
前
の
時
代
に
は
、
ゴ
ム〝
草
履
〞

と
も
呼
ば
れ
た「
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
」。

発
祥
は
、
草
履
が
伝
統
的
履
物
と
し
て

使
わ
れ
た
日
本
で
あ
っ
た
。
1
9
5
０

年
代
初
頭
、
米
国
人
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー

が
草
履
を
ヒ
ン
ト
に
、
水
濡
れ
に
強
い

履
物
を
関
西
の
ゴ
ム
製
品
メ
ー
カ
ー
と

共
に
開
発
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
、

日
本
で
製
造
し
、
ハ
ワ
イ
に
輸
出
さ
れ

た
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
は
、
使
い
勝
手
の

よ
さ
か
ら
た
ち
ま
ち
人
気
商
品
に
。
こ

の
話
を
聞
き
つ
け
て
1
9
5
0
年
半
ば

に
日
本
で
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

が
、
江
戸
時
代
か
ら
葉
山
で
足
袋
な
ど

を
扱
っ
て
い
た「
げ
ん
べ
い
」商
店
だ
。

　

日
本
に
里
帰
り
し
た
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ

ル
は
、
当
時
、
湘
南
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

や
文
化
を
牽
引
し
て
い
た
サ
ー
フ
ァ
ー

や
ヨ
ッ
ト
マ
ン
の
必
須
ア
イ
テ
ム
と
し

て
注
目
さ
れ
大
ブ
ー
ム
に
。
海
の
町
で

あ
る
葉
山
と
、
水
に
濡
れ
る
こ
と
を
前

提
と
し
た
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
は
相
性
が

よ
く
、
地
元
の
人
が
季
節
を
問
わ
ず
ビ

ー
チ
サ
ン
ダ
ル
を
履
い
て
歩
く
姿
も
日

常
の
風
景
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

や
わ
ら
か
い
天
然
ゴ
ム
の
鼻
緒
と
、

ほ
ど
よ
い
硬
さ
の
あ
る
天
然
ゴ
ム
由
来

の
発
泡
ゴ
ム
で
作
ら
れ
た
ソ
ー
ル
の
、

２
つ
の
パ
ー
ツ
で
作
ら
れ
た「
げ
ん
べ

い
」
の
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
は
、
履
き
始

め
か
ら
足
に
フ
ィ
ッ
ト
し
て
歩
き
や
す

い
。
鼻
緒
に
は
甲
の
高
さ
に
合
わ
せ
ら

れ
る
よ
う
深
め
・
浅
め
を
用
意
し
、
左

右
の
鼻
緒
の
長
さ
も
微
妙
に
変
え
て
い

る
。
ま
た
、
鼻
緒
を
ソ
ー
ル
に
セ
ッ
ト

す
る
際
に
、
丸
い
パ
ー
ツ
が
底
面
に
段

差
を
作
っ
て
足
に
当
た
ら
ぬ
よ
う
、
繊

細
な
心
配
り
が
さ
れ
て
い
る
。
生
産
は

海
外
に
委
ね
な
が
ら
、
企
画
の
根
っ
こ

は
自
分
の
目
の
届
く
範
囲
に
お
い
て
い

る「
げ
ん
べ
い
」は
、そ
れ
ら
一
つ
一
つ

の
集
大
成
と
し
て
、
今
や
、
ビ
ー
チ
サ

ン
ダ
ル
と
い
え
ば
葉
山
の
「
げ
ん
べ

い
」
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
。
ビ
ー
チ
サ

ン
ダ
ル
と
の
出
会
い
か
ら
約
65
年
経
っ

た
現
在
、
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
専
門
店
と

し
て
葉
山
町
内
に
３
店
舗
を
構
え
る

「
げ
ん
べ
い
」だ
が
、
今
後
も
町
の
外
へ

手
を
広
げ
る
予
定
は
な
く
、
地
元
密
着

の
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
ビ
ー

チ
サ
ン
ダ
ル
道
を
極
め
て
行
く
と
い
う
。

葉山町：人口3万1,624人（神奈川県人口統計調査 2020年1月1日現在）

国内で企画し、海外で製造す
る「げんべい」オリジナルビー
チサンダルには、企業やブラ
ンドとのコラボ商品も。1950
年代に誕生した世界初のビ
ーチサンダル「ブルーダイア」

（企画・開発：内外ゴム）も販
売しており、国内シェアの約
6割を取り扱っている

甲高の人は、足によりフィットする張り高のあ
る鼻緒のモデル（右）を選ぶと歩きやすい。ソ
ールのかかとからつま先に向け、テーパー型と
呼ばれる約7ミリのヒールをもたせているのも
特徴の一つ

棚にざっくり無造作に並べら
れたビーチサンダル。台（ソー
ル）10色・鼻緒10色のバリエ
ーションから、自分にピッタ
リの１足を選び取るのは、楽
しくもあり苦行でもあり。２
時間迷っても決められない人
もいるとか

湘
南
屈
指
の
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド

ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル「
げ
ん
べ
い
」

神
奈
川
県
葉
山
町

日
本
で
生
ま
れ
、
ハ
ワ
イ
で
ブ
ー
ム
に
火
が
付
き

里
帰
り
し
た
日
本
で
湘
南
暮
ら
し
の
神
ア
イ
テ
ム
と
な
る



新・ご当地グルメが誕生して、15
年が経ちました。多くの地域で、
たくさんの成功・失敗を繰り返し
ながら、プロセスを磨きこんで来
ました。その結果、地域資源を
活かした「食の地産地消モデル」
を作ることができました。地域
振興の成功事例として、理論化
されたノウハウは、大いに参考
になるのではないでしょうか。し
かし、今回の特集では、地域資
源誕生という以上の価値が地域
に生まれたこと、成功はそこに起
因していたことを、お伝えしたい
と思います。生産者、提供店舗、
行政、そしてプロデューサーも含
め、結局は人である、ということ
です。それは、観光振興、地
域活性全般にも通じることなの
だと思います。
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、⼒になります。
じゃらんリサーチセンター

tel 03-6835-6250（代表・平日10～18時）   fax03-5218-1306
弊誌へのご意見・ご感想、JRCへのご要望等、ぜひお寄せください

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅⼒の再発⾒

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅⼒の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達⼒の強化

3JRCのメソッド

http://jrc.jalan.net/
 じゃらんリサーチセンター 検索

公式Facebookからも
情報配信中

私たちの活動領域
観光に関する研究 情報発信
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実験し、
具体的な手法や需要の開発にチャレンジしています

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、
JRC（じゃらんリサーチセンター）が得た知見や提案を
余すことなく広く世の中に発信していきます

観光・地域振興支援
観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析　○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる
→情報発信→誘客→振り返り→次へ、
というサイクルを回しながら、
地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っていきます
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地域と世界を進化させる
社会変容技法の科学
島根県海士町・宮崎県新富町
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リタイアor 現役？　
団塊以前 orバブル世代？
その多面性に迫る

最新シニア旅行者像
え？ここに泊まれるの？
駅舎、印刷工場、博物館…

“想定外”のコンセプト宿
他業界から学ぶマーケティング事例
Marketing Crossing
「結果にコミット」を端的に示した
RIZAPのCMに込められた想いとは
価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
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復興庁  平成30年度「新しい東北」交流拡大モデル事業
外国人旅行者の誘客を促進「新しい東北」未来の観光先進地へ発表！じゃらん人気温泉地ランキング2019危機回復策でランクアップも！選ばれる温泉地、その戦略を探る期間限定連載観光のもやもやサイエンスサービス・マーケティング編旅行を「サービス商品」として俯瞰してみてみると…？他業界から学ぶマーケティング事例

Marketing Crossing定番に甘んじず挑戦的な姿勢で攻める！60周年のチキンラーメン、史上最高売上へ
価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像浜学園アドバイザー佐藤亮子

From Local世界に誇るまち・むらのしごと三重県 養殖真珠
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の
挑
戦
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応
援
情
報
誌

2
0
1
9
年
6
月
号

vol.

心を動かす、
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する
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ライト層の流入、遊休資産活用、

キャンプの多様化…

眠れる自然資源が観光の目玉に！？

変わる！アウ
トドア

特別寄稿
株式会社バリュー・クリエーション・サービス

バリュークリエイター

佐藤真一

日本の“観光
”を

今一度せん
たくいたし

申し候！

“難しい”を“新しい”に変える　

バリュー・イノベーション

期間限定連載  第2回

観光のもやもやサイエンス

サービス・マーケティング編 

旅行サービ
スの「特異性

」を知る

価値と感動を生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像

パンのペリ
カン 4代目店

長

渡辺 陸
From Local

世界に誇るまち・むらのしごと

京都府風俗博物
館

外国人が動
く

コンテンツ
の新法則
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発表！人気温泉地ランキング2020
まちづくり、アクセス改善…
あの有名温泉地も
改革効果でランクアップ！

行きたくなる温泉地　
その人気の秘密
平成31年度「新しい東北」
交流拡大モデル事業（普及・展開）
概要より
2020注目のコト消費コンテンツ

スポーツツーリズムの
可能性
新連載
知りたかったあのキーワードを
詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS
月は東に、日は西に
今号のキーワード

ブロックチェーン

連載
価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
株式会社サスエ前田魚店  5代目店主

前田尚毅
From Local
世界に誇るまち・むらのしごと
神奈川県
ビーチサンダル
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